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今年４月に国立大学に入学した、同窓会員の３人。
匝瑳高校で培ってきた経験を生かし、それぞれの
夢に向かって頑張っています。３人の「大学生と
なって考える将来の夢」の寄稿は５ページに掲載
しています。
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定例総会

　

本
年
度
、
同
窓
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
高
校
24
回
の
齊
藤

で
す
。
創
立
か
ら
93
年
目
と
な
る
伝

統
あ
る
母
校
の
同
窓
会
は
、
歴
代
の

会
長
や
役
員
を
は
じ
め
と
し
た
多
く

の
同
窓
生
の
皆
様
の
多
大
な
御
尽
力

と
御
支
援
に
よ
り
、
近
隣
校
に
は
見

ら
れ
な
い
よ
う
な
充
実
し
た
活
動
を

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、課
題
は
あ
り
ま
す
。「
ヒ
ト
」

と
「
カ
ネ
」
の
問
題
で
す
。

　
「
ヒ
ト
」
に
つ
い
て
は
、本
部
役
員
、

幹
事
（
年
代
別
）、
本
部
の
各
部
会
員

へ
の
就
任
者
、あ
る
い
は
本
部
総
会
、

支
部
総
会
、
部
会
行
事
へ
の
参
加
者

が
、
高
齢
化
し
、
限
定
さ
れ
、
少
数

化
し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま

す
。
世
代
交
代
が
是
非
と
も
必
要
で

す
。
こ
の
中
で
要
と
な
る
本
部
役
員

に
つ
い
て
は
、
63
歳
の
年
代
が
同
窓

会
長
及
び
主
要
役
員
を
務
め
る
こ
と

が
内
規
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
だ

け
は
確
実
性
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

直
前
の
年
代
の
同
窓
生
し
か
意
識
し

て
も
ら
え
ず
、
活
動
の
継
続
性
の
た

め
に
も
、
特
に
50
歳
以
降
の
方
に
は

前
向
き
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
べ
く

取
り
組
む
所
存
で
す
。

　
「
カ
ネ
」
に
つ
い
て
は
、
会
費
納
入

の
状
況
が
芳
し
く
な
く
、
本
部
会
計

は
例
年
２
０
０
万
円
程
度
の
赤
字
で
、

従
前
の
蓄
え
を
取
り
崩
し
て
運
営
し

て
い
ま
す
。
最
大
の
支
出
項
目
「
同

窓
さ
ふ
さ
」
の
発
行
を
年
２
回
か
ら

１
回
に
し
て
も
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、

こ
の
ま
ま
で
は
２
番
目
に
大
き
い
学

校
支
援
費
（
両
者
で
支
出
全
体
の
約

８
割
）
の
削
減
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。

こ
の
改
善
の
一
助
と
す
べ
く
本
年
度

は
「
同
窓
さ
ふ
さ
」
へ
広
告
掲
載
を

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

我
々
同
窓
生
は
同
窓
と
い
う
「
絆
」

で
結
ば
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
切
っ
て

も
切
れ
な
い
縁
で
す
。
折
角
の
縁
、
大

い
に
活
用
し
、
楽
し
ん
で
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
様
々
な
お
付
き
合
い

で
プ
ラ
ス
に
活
か
す
こ
と
も
で
き
る

で
し
ょ
う
し
、
同
窓
会
活
動
の
充
実

は
母
校
の
支
援
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

課
題
も
抱
え
る
同
窓
会
で
す
が
、
そ

の
発
展
の
た
め
微
力
な
が
ら
全
力
を

尽
く
す
所
存
で
す
。
同
窓
生
の
皆
様

の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
御
祈
念
す
る

と
と
も
に
、
同
窓
会
活
動
を
前
向
き

に
御
理
解
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
よ

り
一
歩
で
も
踏
み
出
し
た
御
協
力
を

賜
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
御
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

平成28年度　役員　（総会時現在）

会

長

齊
藤
　
元
久
（
高
24
）
新

副

会

長

林
　
　
勝
美
（
高
26
）
新

次
期
会
長

勝
股
　
完
治
（
高
24
）
新

匝
陵
会
会
長

堀
越
　
正
夫
（
高
13
）

旭
匝
会
会
長

石
毛
　
　
理
（
高
20
）

銚
匝
会
会
長

伊
藤
　
雅
義
（
高
24
）
新

横
匝
会
会
長

勝
又
　
俊
夫
（
高
20
）

多
古
支
部
会
長

石
井
　
　
稔
（
高
18
）

京
葉
支
部
会
長

宮
崎
　
晴
可
（
高
15
）

匝
東
会
会
長

花
香
　
寛
源
（
高
24
）
新

干
潟
支
部
会
長

小
川
　
博
之
（
高
23
）
新

野
栄
支
部
会
長

加
瀬
　
正
彦
（
高
24
）
新

飯
匝
会
会
長

青
栁
　
泰
亘
（
高
13
）

光
支
部
会
長

加
瀬
　
　
操
（
高
17
）

海
上
支
部
会
長

工
藤
　
博
孝
（
高
11
）

四
街
道
支
部
会
長

監

事

伊
知
地
正
一
（
高
20
）

萩
原
　
吉
春
（
高
31
）

総
務
部
長

岩
瀬
　
道
治
（
高
24
）
新

文
化
部
長

飯
島
　
美
恵
（
高
17
）

体
育
部
長

熱
田
　
恒
雄
（
高
24
）
新

会
報
編
集
委
員
長

平
山
　
孝
雄
（
高
24
）
新

事
務
局
長

宇
野
　
典
男
（
高
30
）
新

会

計

宮
内
　
千
尋
（
高
57
）
新

書

記

青
澤
　
晴
美
（
高
32
）

顧

問

長
谷
川
　
茂

校
長

田
口
　
君
夫

全
日
制
教
頭

宮
原
　
　
実

新

全
日
制
教
頭

岩
井
　
宏
一

定
時
制
教
頭

高
木
　
幸
男

事
務
長

参

与

關
　
　
範
雄
（
高
23
）
新

従
来
の
方
々
に
加
え

　平成28年６月26日、匝瑳高校視聴覚室で、

平成28年度定例総会が開催されました。新

会長に高24回生の齊藤元久さんを選出し、

平成27年度の活動報告・決算及び平成28年

度予算・事業計画などを決定しました。

齊藤  元久 会長
（高24）

平成28年度　定例総会開かれる
  新会長に　齊藤　元久さん（高24）

ご
あ
い
さ
つ
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収入の部　合計� 4,805,000�円

支出の部　合計� 4,805,000�円

差引残高� 0�円

収入の部　合計� 7,317,921�円

支出の部　合計� 5,272,423�円

差引残高� 2,045,498�円

平成27年度  匝瑳高等学校同窓会  一般会計決算書
（自　平成27年４月１日　　至　平成28年３月31日）

平成28年度  匝瑳高等学校同窓会  一般会計予算案
（自　平成28年４月１日　　至　平成29年３月31日）

収入の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 決算額 増　減 備　考
前 期 繰 越 金 2,458,254 2,458,254 0
会 費 収 入 1,500,000 1,850,000 350,000
入 会 金 収 入 1,002,000 1,002,000 0 全日制319名　定時制15名
特別会計より繰入 0 2,001,839 2,001,839 千葉興業銀行　スーパー定期　解約
寄 付 金 収 入 30,000 1,000 ▲ 29,000 総会懇親会剰余金
雑 収 入 4,746 4,828 82 名簿売上げ・利子

収 入 の 部 計 4,995,000 7,317,921 2,322,921

支出の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 決算額 増　減 備　考
会 議 費 506,000 440,257 65,743 総務部会・文化部会・幹事会・支部
事 務 費 90,000 47,648 42,352 事務通信費・印刷費
旅 費 50,000 46,500 3,500 会務旅費
慶 弔 費 150,000 139,000 11,000 役員・母校職員等
振 込 手 数 料 30,000 16,990 13,010 会費振込手数料
会 報 発 行 費 2,800,000 2,800,710 ▲ 710 印刷費・発送費
補 助 費 1,000,000 834,650 165,350 母校教育活動への補助
Ｈ Ｐ 管 理 費 220,000 162,864 57,136
予 備 費 149,000 0 149,000
過払会費返金 0 783,804 ▲ 783,804

支 出 の 部 計 4,995,000 5,272,423 ▲ 277,423

特別会計 （▲印：減、単位：円）

科　目 収　入 支　出 備　考
一 般 会 計 よ り 0 会費収入
定期預金受取利息 2,617 千葉銀行／京葉銀行／千葉興業銀行
定期預金預け入れ 0

合　計 2,617 0

財産目録 （▲印：減、単位：円）

Ｈ27年3月31日 Ｈ28年3月31日 差　額

一般会計

現金 160,348 82,739 ▲ 77,609
ゆうちょ銀行　当座預金 484,690 317,700 ▲ 166,990
ゆうちょ銀行　通常貯金 1,813,216 1,645,059 ▲ 168,157

一般会計　合計 2,458,254 2,045,498 ▲ 412,756

特別会計

千葉銀行　定期預金 3,030,508 3,031,113 605
京葉銀行　スーパー定期 5,050,034 5,051,040 1,006
京葉銀行　スーパー定期 5,050,034 5,051,040 1,006
ゆうちょ銀行　定額貯金 5,000,000 5,000,000 0
千葉興業銀行　スーパー定期 2,001,839 0 ▲ 2,001,839

特別会計　合計 20,132,415 18,133,193 ▲ 1,999,222

総　資　産 22,590,669 20,178,691 ▲ 2,411,978

収入の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考
前 期 繰 越 金 2,045,498 2,458,254 ▲ 412,756 前年度から繰り越し
会 費 1,700,000 1,500,000 200,000
入 会 金 1,023,000 1,002,000 21,000 全日制323名　定時制18名
寄 付 金 30,000 30,000 0
雑 収 入 6,502 4,746 1,756 名簿売上、預金利息

収 入 の 部 計 4,805,000 4,995,000 ▲ 190,000

支出の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考
会 議 費 550,000 506,000 44,000 総務部、文化部、幹事会、支部総会
事 務 費 90,000 90,000 0 事務通信費、印刷費
旅 費 60,000 50,000 10,000 会務旅費（学校／会長）
慶 弔 費 50,000 150,000 ▲ 100,000 役員等
振 込 手 数 料 20,000 30,000 ▲ 10,000 会費振込手数料
会 報 発 行 費 2,800,000 2,800,000 0 印刷費、発送費
補 助 費 1,000,000 1,000,000 0 母校教育活動への補助
Ｈ Ｐ 管 理 費 162,864 220,000 ▲ 57,136 ホームページの管理
予 備 費 72,136 149,000 ▲ 76,864
特 別 会 計 へ 0 0 0

支 出 の 部 計 4,805,000 4,995,000 ▲ 190,000

特別会計
備　考

前 期 繰 越 18,133,193
収 入 の 部 0 積立
次 期 繰 越 18,133,193

同
窓
会
の
定
例
総
会
は
、
毎
年
６
月

の
第
４
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

平成28年度　定例総会開かれる
  新会長に　齊藤　元久さん（高24）
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私
は
大
学
卒
業
後
、
東
大
病
院
や

虎
の
門
病
院
で
研
修
し
再
び
東
大
病

院
勤
務
を
経
て
、
現
在
千
葉
県
の
柏

市
の
病
院
に
勤
務
し
て
い
る
内
科
医
で

す
。
病
院
は
昭
和
58
年
の
開
院
で
病

床
数
は
２
４
７
で
、
す
ぐ
近
く
に
は

柏
レ
イ
ソ
ル
の
サ
ッ
カ
ー
場
が
あ
り
ま

す
。
私
は
平
成
7
年
か
ら
25
年
ま
で

病
院
長
職
に
あ
り
、
そ
の
間
に
全
国

で
救
急
患
者
の
た
ら
い
ま
わ
し
事
件

が
話
題
に
な
っ
た
際
に
、
救
急
を
断
ら

な
い
病
院
と
い
う
こ
と
で
各
種
新
聞
や

テ
レ
ビ
朝
日
の
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
当
院
は
研
修
指
定
病

院
で
も
あ
り
、
平
成
16
年
か
ら
毎
年

研
修
医
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

8
名
の
中
に
1
～
2
名
の
帰
国
子
女

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

10
年
以
上
研
修
医
教
育
に
携
わ
っ

て
き
て
最
近
特
に
感
じ
る
こ
と
は
日

本
語
で
の
対
話
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
低
下
で
す
。
日
本
中
が
英

語
、
英
語
と
騒
い
で
い
る
間
に
肝
心
の

日
本
語
学
力
が
低
下
し
始
め
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
で
す
。
当

院
の
帰
国
子
女
（
日
本
の
大
学
卒
業

で
す
）
の
研
修
医
に
つ
い
て
述
べ
る
と

全
員
日
本
語
と
英
語
の
話
者
で
母
語

は
日
本
語
で
、
小
学
校
か
ら
高
校
の

あ
る
時
期
を
ア
メ
リ
カ
で
生
活
し
て
い

ま
す
。

　

帰
国
子
女
の
研
修
医
の
英
語
は
日

常
会
話
レ
ベ
ル
（
生
活
言
語
と
呼
ば

れ
ま
す
）
以
上
で
す
が
、
日
本
語
で

の
病
歴
聴
取
、
要
約
（
サ
マ
リ
ー
）

作
成
、
手
紙
（
紹
介
・
照
会
）
作
成
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
順
序
立
て
て

論
理
的
に
説
明
）
能
力
（
こ
れ
ら
を

生
活
言
語
に
対
し
て
学
習
言
語
能
力

と
言
い
ま
す
）
が
不
十
分
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
研

修
医
を
教
育
し
て
き
て
、
一
般
に
言
わ

れ
て
い
る
あ
る
い
は
思
わ
れ
て
い
る
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
像
は
誤
解
さ
れ
て
い
る
部

分
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
実
は
こ
の
日

本
語
能
力
の
低
下
は
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
の
医
学

部
卒
業
生
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
事
態
に
反
し
、
文
科

省
は
大
学
に
は
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
構
想
な
る
も
の
を
、
そ
し
て
小

定例総会

本部関係
期　日 事業内容 会　場

27.６.28

定例総会
※会長に關　範雄 氏（高23）を選出
※記念講演「グラフィックアートとの遭遇
　−装丁にはドラマがある」　向後武男 氏（高23）

視聴覚室

27.７.４ 母校文化祭（蔦陵祭）
ギャラリーの公開、PTAバザーへの協力 西城館

27.７.13 第１回文化部会 西城館
27.９.12 第１回総務部会　 西城館
27.10.26 シニアゴルフ大会 成田ハイツリー
27.11.26 第２回総務部会 西城館
28.２.６ 新年幹事会 梅田家
28.３.４ 全日制同窓会入会式　高68回319名 体育館

28.３.５
午前全日制卒業式 体育館
夜定時制卒業式、同窓会入会式　定62回15名 食堂

28.４.７
午前全日制入学式
普通科235名　英語科40名　理数科34名 体育館

夜定時制入学式13名　 食堂
28.４.22 第３回総務部会　 西城館
28.５.９ 第２回文化部会 西城館
28.５.18 親睦ゴルフ大会 レインボーヒルズCC
28.５.27 幹事会 西城館

28.６.25 母校文化祭（蔦陵祭）
ギャラリーの公開、PTAバザーへの協力 食堂

会報・ホームページ関係
27.６ ホームページ更新
27.12 さふさ第49号発行

平成27年度　事業報告

平成28年度　事業計画
本部関係

期　日 事業内容 会　場
28.６.26 定例総会 視聴覚室
28.７.４ 第１回文化部会 西城館
28.７.29 第１回総務部会 西城館
28.10.26 シニアゴルフ大会 レインボーヒルズCC
28.11.30 第２回総務部会 西城館
29.２.４ 新年幹事会 梅田家
29.３.３ 全日制同窓会入会式 体育館
29.３.４ 定時制同窓会入会式 食堂
29.４ 第３回総務部会 西城館
29.４ 第２回文化部会 西城館
29.５ 幹事会 西城館
29.５.17 親睦ゴルフ大会 ラフォーレ松尾GC

29.６.24 母校文化祭（蔦陵祭）
ギャラリーの公開、PTAバザーへの協力 食堂

会報・ホームページ関係
28.６ ホームページ更新
28.12 さふさ第50号発行
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学
校
に
は
英
語
必
修
化
を
推
し
進
め

て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大

学
構
想
と
は
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

ト
ッ
プ
１
０
０
以
内
を
目
指
す
た
め

に
文
科
省
が
創
設
し
た
も
の
で
す
。

現
在
そ
れ
に
該
当
す
る
2
大
学
も
国

際
性
（
外
国
人
教
員
の
比
率
と
海
外

か
ら
の
留
学
生
数
）
と
い
う
点
で
ポ

イ
ン
ト
が
低
く
、
こ
の
国
際
性
を
改

善
す
る
た
め
に
補
助
金
が
得
ら
れ
る

と
い
う
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
大
学
ラ

ン
キ
ン
グ
は
英
米
が
自
ら
に
都
合
の
良

い
基
準
で
作
成
し
て
い
る
も
の
で
、
企

業
や
債
券
の
格
付
け
が
い
か
に
実
態

か
ら
か
け
離
れ
て
い
て
い
い
加
減
な
も

の
か
と
同
様
で
す
。
実
際
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
生
徒
の
学
習
到
達
度
調
査
Ｐ
Ｉ
Ｓ

Ａ
で
は
英
米
は
22
か
国
中
下
位
に
甘

ん
じ
て
い
ま
す
。
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
は

優
秀
な
留
学
生
が
多
い
大
学
院
で
ポ

イ
ン
ト
を
稼
い
で
い
る
と
い
う
構
図
な

の
で
す
。

　

今
か
ら
１
６
０
年
前
の
明
治
維
新

の
日
本
で
は
近
代
の
科
学
や
技
術
に

関
す
る
概
念
や
言
葉
は
存
在
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
明
治
時
代
の
日

本
人
は
英
語
を
受
け
入
れ
る
の
で
は

な
く
、
英
語
を
日
本
語
に
置
き
換
え
て

（
翻
訳
）、
日
本
語
を
発
展
さ
せ
て
科

学
技
術
を
自
分
の
も
の
に
し
ま
し
た
。

概
念
自
体
が
な
い
時
代
に
多
く
の
単

語
に
代
表
さ
れ
る
言
葉
を
造
り
翻
訳

文
化
を
推
し
進
め
る
こ
と
に
よ
り
日

本
語
で
思
考
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
す
。
西
洋
文

化
が
ア
ジ
ア
に
渡
っ
て
来
た
時
に
自
然

科
学
を
背
景
と
し
た
西
洋
文
明
を
完

全
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

日
本
だ
け
で
す
。

　

今
後
授
業
を
英
語
で
行
う
、
と
宣

言
し
て
い
る
大
学
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
そ
う
な
っ
た
場
合
に
は
、
高
校
レ

ベ
ル
に
水
準
が
下
が
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。
社
内
英
語
公
用
化
を
大
々
的

に
掲
げ
て
い
る
楽
天
で
も
「
重
要
な

会
議
は
日
本
語
で
」
行
っ
て
い
る
の
は

公
然
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
本

末
転
倒
で
す
。
小
学
校
英
語
に
つ
い
て

も
、
成
人
よ
り
も
早
く
日
常
会
話
を

習
得
し
た
（
こ
れ
を
素
晴
ら
し
い
と

誤
解
し
て
い
る
日
本
人
が
多
い
）
と
し

て
も
、
日
本
語
の
学
習
言
語
能
力
が

十
分
に
育
っ
て
い
な
い
児
童
が
英
語
の

学
習
言
語
能
力
を
得
る
こ
と
は
不
可

能
で
す
。
益
川
敏
英
博
士
は
英
語
が

苦
手
で
も
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受

賞
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
に
際
し
、
以
前
設
置

さ
れ
た
英
語
科
が
廃
止
に
な
る
と
い

う
話
を
伺
い
、
尤
も
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。
私
が
言
い
た
い
こ
と
は
英

語
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
意
味
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
素
晴
ら

し
い
日
本
語
の
運
用
能
力
を
し
っ
か
り

習
得
す
る
こ
と
が
最
も
大
事
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
英
語
だ
け
で
き
る
人

間
な
ら
英
米
に
行
け
ば
い
く
ら
で
も
い

ま
す
。
生
活
言
語
と
し
て
の
英
語
な

ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
皆
使
用
し
て
い
ま

す
。
我
々
日
本
人
が
何
を
考
え
て
何

を
発
信
し
た
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
大

切
で
す
。
Ｔ
．
Ｓ
．
エ
リ
オ
ッ
ト
が
言

う
よ
う
に
、
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
る
現

在
、
情
報
と
知
識
と
知
恵
が
渾
沌
と

し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら

こ
そ
匝
瑳
高
校
は
知
恵
の
あ
る
生
徒

を
育
て
る
学
校
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
希

望
す
る
も
の
で
す
。

記 念 講 演

千葉大学  文学部・椎名　叶絵（高68）

　大学１年生となった今、私はまだ自分の将来につ
いて具体的なイメージを持つことができていませ
ん。そのことに対する不安はありますが、１つの分
野にとらわれず様々な事柄に挑戦できるという良い
点もあると思っています。その点で、日々多様な分
野に触れる機会のある大学は最適な環境だと思いま
す。また大学での４年間は、海外留学やボランティ
ア活動など、社会人になってからではなかなかでき
ないような体験をする貴重な時間でもあると思って
います。
　これらを踏まえ、様々な分野に興味を持ち積極的
に活動に参加することで、新しい自分を発見したり
自分の適性を知り、将来の夢をみつけることにつな
げていきたいです。これは、大学生活における私の
目標のひとつです。また、その過程で出会う人々と
の交流を大切にし、普段の授業にも真剣に取り組む
ことで、将来必要となる力を身につけることを目標
に、充実した４年間を過ごしたいと思います。

島根大学  医学部・閔
みん

　　勝載（高67）

　どの診療科に進むのか、まだ決まっていませんが、
患者さんとしっかり向き合い、信頼される医師にな
りたいと思います。
　先日、附属病院で医療現場を体験する実習があり、
技術や知識は勿論の事、コミュニケーションスキ
ル・英語力の重要性を感じました。大学に入学して
から教養科目中心で下がり気味だったモチベーショ
ンが、ぐっと回復してきました。
　部活（ソフトテニス）での人と人との繋がりを通
してコミュニケーションスキルを、授業では医療技
術や知識・英語力を鍛え、理想の医師像に近づきた
いと思います。

筑波大学  生命環境学群・深堀　良幸（高68）

　将来の夢はまだはっきりとしていません。教師っ
ていいなとふと考えることもあれば、農業ヘルパー
をしながら田舎を放浪するとか宇宙飛行士になると
か、周囲の人が失笑するようなことも考えています。
　大学生活では勉学はもちろんですが、それよりも
幅広い交友関係に期待をしています。多種多様な考
えを持つ人がいますし、なにより皆が志を高く持っ
ています。先日私が上述のように夢を語っても、笑
うどころか共感してくれる友人がいました。これか
らも国籍問わず多くの人と関わり合うことで自分を
成長させることができればと思います。

表紙の言葉

大学生となって考える
将来の夢 グローバル化と教育を考える

　今こそ日本語教育の重要性を再認識する

講師　高野　清豪  氏  （高24）
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学校だより

 

野
球
部

野
球
部
顧
問
　
前
田
　
朋
彦

　

昨
年
度
の
秋
季
千
葉

県
大
会
で
は
、
２
次
予

選
か
ら
勝
ち
上
が
り
、

６
年
ぶ
り
に
県
大
会
出

場
。
県
大
会
で
は
千
葉

黎
明
（
ベ
ス
ト
８
）
に
、

０

−

３
で
惜
敗
。

　

そ
の
チ
ー
ム
で
臨
ん

だ
第
98
回
全
国
高
等
学

校
野
球
選
手
権
千
葉
大

会
で
は
、
47
年
ぶ
り
に

ベ
ス
ト
32
に
進
出
し
た
。

２
回
戦　

匝
瑳
11

−

３
明
聖
（
７
回
コ
ー
ル
ド
）

３
回
戦　

匝
瑳
３

−

０
千
葉
北

４
回
戦　

匝
瑳
１

−

６
船
橋
芝
山

 

美
術
部

第
40
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
広
島
大
会
に
参
加
し
て

　
美
術
部
顧
問
　
伊
藤
　
学
史

　

７
月
30
日
～
８
月
１
日
の
２
泊
３
日
、「
第
40
回

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
広
島
大
会
」
に
、
美
術

部
２
年
生
３
名
と
参
加
し
た
。
全
国
総
文
祭
は
、
文

化
部
25
部
門
の
全
国
大
会
で
あ
る
。
昨
年
の
滋
賀
大

会
に
続
き
５
度
目
の
出
場
に
な
る
。

　

広
島
県
立
美
術
館
に
は
、
４
０
０
点
を
超
え
る
各

県
代
表
の
平
面
・
立
体
作
品
が
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
、

高
校
生
パ
ワ
ー
で
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。
昨
年
度
の
滋

賀
大
会
に
は
、
平
面
部
門
に
2
枚
の
油
絵
を
出
品
し

た
が
、
今
年
度
は
、
立
体
部
門
に
陶
芸
作
品
を
出
品

す
る
と
い

う
大
チ
ャ

レ
ン
ジ
を

し
た
。
展

示
場
所
に

は
あ
ま
り

恵
ま
れ
て

い
な
か
っ

た
が
、
陶
芸
で
作
ら
れ
た
靴
た
ち
「
十
足
十
色
」
は
、

ど
こ
も
壊
れ
る
こ
と
な
く
私
た
ち
を
待
っ
て
い
て
く

れ
た
。
生
徒
た
ち
は
、
こ
の
作
品
を
作
っ
た
苦
労
や

体
験
を
一
生
持
ち
続
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

原
爆
ド
ー
ム
や
原
爆
資
料
館
を
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
美
術
に
関
わ
り
、
作
品
を
作
る
こ
と
が
当

た
り
前
に
で
き
る
日
常
、
平
和
の
有
り
難
さ
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

 

弓
道
部

弓
道
部
顧
問
　
角
田
　
利
幸

　

平
成
28
年
度
第
35
回
関
東
高
等
学
校
弓
道
個
人
選

手
権
選
抜
大
会
が
、
９
月
10
日
・
11
日
に
明
治
神
宮

弓
道
場
で
行
わ
れ

た
。
２
年
生
の
霞

明
花
さ
ん
が
千
葉

県
代
表
と
し
て
出

場
し
た
。

　

予
選

　
　

４
射
３
中

　
　

通
過

　

準
決
勝

　
　

４
射
２
中

　
　

敗
退

 

陸
上
競
技
部

秩
父
宮
賜
杯
　
第
69
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

第
89
回
関
東
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
に
参
加
し
て

陸
上
競
技
部
顧
問
　
松
本
　
剛
史

　

陸
上
競
技
部
と
し
て
は
、
千
葉
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
以

来
11
年
ぶ
り
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と
な
っ
た
。
藤

本
圭
吾
君
は
関
東
大
会
以
降
、
怪
我
も
あ
り
満
足
な

調
整
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
中
で
も
で
き
る
限

り
の
準
備
を
し
て
、
開
催
地
で
あ
る
岡
山
市
に
入
っ

た
。
予
選
か
ら
、
レ
ベ
ル
の
高
い
競
技
と
な
っ
た
が
、

セ
カ
ン
ド
ベ
ス
ト
と
な
る
56
ｍ
68
で
予
選
12
位
と
な

り
、
見
事
、
決
勝
進
出
と
な
っ
た
。
決
勝
で
は
力
を

発
揮
で
き
ず
、
12
位
で
あ
っ
た
が
匝
瑳
高
校
と
し
て

は
大
き
な
「
足
跡
」
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

関
東
選
手
権
の

１
５
０
０
ｍ
に
出
場
し

た
宮
﨑
友
里
花
さ
ん

は
、
今
年
度
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
を
惜
し

く
も
逃
し
、「
必
ず
入

賞
す
る
」
強
い
気
持
ち

で
臨
ん
だ
。
予
選
は
余

力
を
残
し
確
実
に
着
順

で
決
勝
進
出
し
た
。
決

勝
で
も
自
分
の
力
を
出

し
切
り
、
８
位
入
賞
を

果
た
し
た
。

　
「
文
武
両
道
」
と
は

文
事
と
武
事
、
学
芸
と

武
芸
、
そ
の
両
道
に
努

め
、
秀
で
て
い
る
こ
と

を
指
す
と
言
わ
れ
る

が
、
常
に
高
い
目
標
を

も
っ
て
何
事
に
も
「
努

め
る
」
こ
と
の
で
き
る

陸
上
競
技
部
で
あ
り
た
い
。

 

定
時
制
陸
上
競
技
部

　

8
月
11
日
～
14
日
に
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
陸

上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
第
51
回
全
国
高
等
学
校
定

時
制
通
信
制
陸
上
競
技
大
会
に
本
校
定
時
制
よ
り
實

　同窓会会員の皆様には、平素より母校
に思いを寄せていただき、また、物心両
面にわたりご支援を賜り、厚くお礼申し
上げます。
　さて、県教育委員会が策定した県立学
校改革推進プラン・第３次実施プログラ
ムにより、平成29年度に、普通科に「国
際理解コース」を設置し、同時に英語科
の募集を停止することになりました。
　県教育委員会は、「国際理解コース」
の設置理由を「グローバル化などの社会
の変化に対応し、国際的な舞台で活躍す
る人材を育成する。」とし、基本的な方
向性として次の２点をあげています。
１　今後、一層の交流や連携が重要とな
る中国や韓国など、近隣アジア諸国
の文化等を理解するとともに、英語
以外の言語を学習する。

２　国際的な視野を広げ、コミュニケー
ション能力を高める。

　これらを達成するために、「国際理解
コース」の生徒は、世界史・日本史・地
理を全員が学習し、外国語は、全員が学
習する英語の他、中国語・韓国語から選
択してその基礎を学習することとしまし
た。また、英語科（平成４年４月設置、
平成31年３月廃止）が積み上げてきた
英語教育及び異文化理解教育の成果を活
かしていきたいと考えています。
　なお、普通科の生徒は、２年次に「国
際理解コース」「文型コース」「理型コー
ス」から選択することになります。
　今後も、様々な教育活動の充実を図り、
生徒一人ひとりに夢・希望の実現や社会
的・職業的自立に向けて必要な能力・態
度を育成し、一人ひとりが生涯にわたっ
て輝けるように、教職員の力を結集して
取り組んでまいります。
　母校の後輩のため、本校の教育活動に
お力添えをお願いするとともに、同窓会
の益々のご発展を祈念申し上げます。

総体（藤本）関東選手権（宮﨑）

県立学校
改革推進プラン
について
校   長　長谷川　　茂
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27年度卒業生の進路状況

国公立大42名合格！

平成28年度教職員名簿　　（　）は卒業回／※は非常勤／＊は講師

クラス 氏　名

Ａ　組 小 沼 礼 人
Ｂ　組 矢 部 海 斗
Ｃ　組 伊 藤 綾 夏
Ｄ　組 戸 村 直 暉
Ｅ　組 岩 瀬 　 輝
Ｆ　組 神 﨑 　 凌
Ｇ　組 緑 川 大 地
Ｈ　組 米 井 滉 太

全日制第68回同窓会幹事
（平成27年度卒業生）

定時制第62回同窓会幹事
クラス 氏　名

Ｐ　組 根 本 和 輝

【
全
日
制
】

校　

長

長
谷
川　

茂

教　

頭

田
口　

君
夫

宮
原　
　

実

国　

語

佐
藤　

弘
之

前
田　

康
晴

鵜
澤　
　

忍
（
高
31
）

平
山　

淳
一
（
高
32
）

青
澤　

晴
美
（
高
32
）

小
高　

清
乃

佐
藤　
　

拓

松
浦
茉
里
奈

社　

会

石
嶋　

博
行

大
木　

宏
之
（
高
27
）

田
村　

和
昭

田
村　

公
孝

藤
田　

利
秋

早
川　

直
志
（
高
62
）

押
尾　

眞
一

松
本　

典
子

平
野　

鉄
平
※

数　

学

宇
野　

典
男
（
高
30
）

齋
藤　

英
世

木
内　

俊
夫
（
高
33
）

林　
　

健
一
（
高
34
）

衣
幡　

克
巳

大
塚　

俊
介

前
田　

朋
彦

宮
﨑　

賢
一

瀨
川　

哲
史
※

理　

科

鈴
木　

英
夫

田
邊　
　

等

理　

科

向
後　

伸
志

佐
々
木
輝
彦

梅
田　

雄
三

角
田　

利
幸
（
高
54
）

宮
内　

千
尋
（
高
57
）

鈴
木　

優
香

加
藤　

文
孝

鎌
形　
　

豊
（
高
25
）

保
健
体
育

岩
瀬　
　

透

加
瀬　
　

聡

越
川　

恭
伸

松
本　

剛
史
（
高
40
）

金
杉　

恭
尚
（
高
51
）

平
山　

尚
樹

音　

楽

吉
井　

幸
子

美　

術

伊
藤　

学
史
（
高
38
）

書　

道

鈴
木　

幸
子

英　

語

高
木　

貞
男

齊
藤　
　

清

菅
生　
　

隆

塚
本　

雅
之

高
岡　

和
子
（
高
32
）

伊
藤　

浩
和
（
高
32
）

三
浦　
　

衛

渡
邉　

寿
恵

森
川　

真
衣

門
脇　
　

舞

金
島　

國
治

太
田　

臣
一

保
科
美
代
子
※

家　

庭

石
田　

敬
子

養　

護

石
田　

典
子

養　

護

外
口　

有
子

実
習
助
手

宇
井　

昌
子

水
落
ひ
と
み

福
島　

由
梨

事
務
長

高
木　

幸
男

主　

査

西
之
宮
由
香

主　

事

小
池　
　

徹

相
川　

一
斗

井
上　

千
波
（
高
65
）

日
々
雇
用

岩
瀬
美
恵
子

渡
邉　

任
美
（
高
57
）

学
校
技
能
員

高
木　

武
男

石
橋　

美
信

Ａ
Ｌ
Ｔ

Ｖ
・
ブ
リ
シ
デ
ィ
ー
ズ

Ｊ
・
ウ
ィ
リ
ン
グ

Ｓ　

Ｃ

新
美　

晴
美

【
定
時
制
】

教　

頭

岩
井　

宏
一

国　

語

奈
良
﨑
俊
一

小
原　

好
子

社　

会

行
木　

光
男

高
山　

茂
明

数　

学

宮
穂　

和
浩

理　

科

宇
井　

勇
太
＊

保　

体

石
毛　

宏
育

英　

語

六
川　
　

俊

養　

護

菅
谷　

光
花

主　

査

門
倉
ま
り
子

栄
養
士

石
田　

好
美

家　

庭

向
後
友
加
里
※（
高
54
）

川
将
大
君

が
千
葉
県

代
表
と
し

て
男
子

４
０
０
ｍ

に
出
場
し

た
。
全
国

大
会
と
い
う
大
舞
台
で
、
精
一
杯
の
力
を
発
揮
し
た
。

　

８
月
12
日　

男
子
４
０
０
ｍ

　

實
川
将
大
（
3
年
次
）

　

予
選
６
着　

１′
０
２″
５
４

 

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
世
界
サ
ミ
ッ
ト
in
福
島
に
参
加
し
て

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
顧
問
　
三
浦
　
　
衛

　

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
は
今
回
推
薦
を
い
た
だ
き
、
８
月
８
日

か
ら
２
泊
３
日
、
い
わ
き
市
で
行
わ
れ
た
サ
ミ
ッ
ト

に
参
加
し
た
。
国
内
は
21
都
道
府
県
74
名
、
海
外
は

パ
キ
ス
タ
ン
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
８

カ
国
20
名
が
集
っ
た
。
本
校
の
参
加
生
徒
は
２
年
生

の
小
林
真
尋
、
小
川
あ
か
り
の
２
名
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に
被
災
地
視
察
と
し
て
、
楢
葉
町
を
バ
ス

で
巡
っ
た
。
帰
還
困
難
区
域
と
の
境
に
あ
る
バ
リ

ケ
ー
ド
と
そ
の
向
こ
う
側
に
見
え
る
伸
び
き
っ
た

草
、
野
積
み
さ
れ
た
ま
ま
の
黒
い
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
、

屋
根
に
被
せ
ら
れ
た
ま
ま
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
目

に
す
る
と
復
興
が
未
だ
に
途
上
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
防
災
」
と
「
国
際
親
善
」
で

あ
る
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
て
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
夜
遅
く
ま
で
行
わ
れ
、
最
終
日
に
テ
レ

ビ
局
や
新
聞
社
な
ど
が
見
守
る
中
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
討
論
の
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。
日
本
語
で
発
表

の
場
合
は
英
語
の
翻
訳
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
、
英
語
で
の
発
表
の
場

合
は
日
本
語
の
翻
訳
が
映

し
出
さ
れ
た
。
こ
れ
も
高

校
生
が
夜
遅
く
ま
で
翻
訳

し
た
も
の
で
あ
る
。
大
震

災
を
経
験
し
た
者
と
し
て

ど
の
よ
う
に
語
り
継
い
だ

ら
い
い
の
か
、
福
島
の
現

状
を
ど
う
発
信
す
べ
き

か
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
発

表
が
な
さ
れ
た
。

　

今
回
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
き
、
福
島
の
現

状
を
目
に
し
、
ま
た
生
徒
も
世
界
の
様
々
な
国
の
生

徒
と
交
流
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
感
謝

し
て
い
る
。
は
じ
め
は
何
か
ぎ
ご
ち
な
い
物
言
い
の

高
校
生
が
３
日
目
に
は
生
き
生
き
と
活
動
し
、
発
言

も
積
極
的
に
し
て
い
た
様
子
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
わ

ず
か
な
時
間
で
も
高
校
生
は
大
き
く
成
長
す
る
。
そ

れ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
３
日
間
で
あ
っ
た
。

　平成27年度卒業生は、進学指導重点校第１
期生です。そのため、進路の結果が大変注目
されました。（校内外を問わず。）本校として
は、従来の、一人ひとりの希望や適性に応じ
たきめ細やかな進路指導を基礎に、新たに組
織的な進路指導を加味し、充実した進路体制
のもとで生徒を教育してきました。
　その結果、国公立は、東京外国語大学（１）・
筑波大（１）・千葉大（８）・東京海洋大（１）・
茨城大（５）・千葉県保健医療大（３）・横浜市
立大（１）・神戸市外大（１）など、合計42名が
合格しました。この合格数は、６年振りの快
挙となりました。浪人生でも、富山大医学部
１・島根大医学部１などに合格しました。国
公立大の結果がよいと私立大学の結果もよ
いと言われます。早稲田大（４）を始めとし、
学習院大（２）・明治大（６）・青山学院大（３）・
立教大（11）・中央大（５）・法政大（11）など、
延べ548名の合格者を出しました。
　本校では、国公立私立を問わず全国を視野
に入れた出願指導によって、よい結果を出し
てきましたが、これからも、この指導を徹底
させていきたいと考えています。

（進路指導主事　前田康晴）

※（　）の中は、現役合格者の延べ人数となります。

卒業生の合格先数一覧（延べ人数）

平成27年度 平成26年度 平成25年度
国 公 立 大 42 27 31
私 立 大 548 538 480
国公立短大 1 0 0
私 立 短 大 15 13 10
準 大 学 0 0 0
専 門 学 校 32 37 42
留 学 0 0 0
公務員就職 10 9 6
民 間 就 職 1 0 0
予備校など 35 53 46

力走する實川君
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京
葉
支
部

京
葉
支
部
総
会

　

５
月
21
日
（
土
）
に
千
葉
京
成
ホ

テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
に
お
い
て
京
葉
支
部

61
名
の
参
加
の
も
と
に
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

石
井
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
ご
来

賓
の
長
谷
川
茂
校
長
と
同
窓
会
長
の

關
範
雄
氏
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た

後
、
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
前
年

度
の
事
業
報
告
と
会
計
報
告
、
今
年

度
の
事
業
計
画
と
予
算
の
い
ず
れ
も
満

場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
「
航
空
管
制
官
の
仕
事
」

　

講
師
の
江
波
戸
修
氏
は
、
高
22
卒

業
生
で
あ
り
、
国
土
交
通
省
東
京
航

空
局
成
田
航
空
事
務
所
の
専
任
航
空

管
制
官
を
最
後
に
退
官
さ
れ
、
現
在

も
そ
の
経
験
を
活
か
し
ご
活
躍
中
で
す
。

　

成
田
空
港
と
羽
田
空
港
と
い
う
２

つ
の
過
密
化
す
る
空
域
の
安
全
を
守
る

管
制
官
の
仕
事
は
、
刻
々
と
変
わ
る

天
候
の
も
と
で
離
発
着
す
る
航
空
機

に
対
し
、
常
に
迅
速
で
適
切
な
判
断

に
よ
る
指
示
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

管
制
官
は
緊
張
の
連
続
で
あ
る
こ
と
、

更
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
欠
か
せ
な
い
こ

と
な
ど
、
私
た
ち
が
普
段
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
管
制
塔
の

写
真
や
デ
ー
タ
を
使
っ

て
ご
説
明
い
た
だ
き
、

航
空
管
制
の
重
要
性
と

ご
苦
労
を
よ
く
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
や

客
室
乗
務
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
る
同
窓
生
の
話

も
興
味
深
く
、
講
演
時

間
が
短
く
感
じ
た
ほ
ど

で
し
た
。

　

次
の
懇
親
会
で
は
、

春
の
叙
勲
で
旭
日
小
綬

章
を
受
章
さ
れ
た
堀
江

は
つ
氏
（
前
県
議
会
議

員
、
高
14
）
に
お
祝
い

の
花
束
を
贈
呈
、
紫
綬

褒
章
を
受
章
さ
れ
た
石
橋
忠
良
氏（
高

18
）
の
ご
紹
介
、
秋
山
衛
氏
の
独
唱

披
露
な
ど
、
終
始
和
や
か
に
懇
親
が

行
わ
れ
、
最
後
に
、
匝
瑳
中
学
校
と

匝
瑳
高
校
の
2
つ
の
校
歌
の
大
合
唱
で

総
会
が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

京
葉
支
部
で
は
、
今
後
の
行
事
と

し
て
、
9
月
27
日
（
火
）
久
能
Ｃ
Ｃ

に
て
ゴ
ル
フ
大
会
（
１
３
０
名
程
度

の
参
加
見
込
）
を
、
11
月
26
日
（
土
）

に
は
君
津
・
館
山
方
面
へ
の
日
帰
り
バ

ス
ツ
ア
ー
（
50
名
程
度
の
参
加
見
込
）

を
企
画
し
ま
し
た
。山

﨑
静
江
（
高
22
）

匝
東
会 （
東
京
支
部
）

匝
東
会（
東
京
支
部
）総
会
報
告

　

４
月
９
日
（
土
）、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
（
私
学
会
館
）
に
お
い
て
、
第

18
回
匝
東
会
総
会
が
80
名
ほ
ど
の
参

加
を
得
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　

阿
部
四
郎
事
務
局
長
（
高
17
）
の

司
会
に
よ
る
来
賓
の
紹
介
に
続
き
、

宮
崎
晴
可
会
長
（
高
15
）
が
同
窓
会

Ｈ
Ｐ
の
「
交
流
の
ひ
ろ
ば
」
に
よ
る
広

報
の
活
用
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
美
術
展
鑑

賞
会
の
企
画
、
若
手
同
窓
生
へ
の
総
会

参
加
募
集
に
際
し
て
出
席
者
へ
協
力
の

お
願
い
、
講
演
の
紹
介
な
ど
と
と
も
に

開
会
の
挨
拶
を
行
う
。
続
い
て
關
範

雄
同
窓
会
長
（
高
23
）
か
ら

同
窓
意
識
の
高
ま
り
と
日
ご

ろ
の
協
力
御
礼
、
長
谷
川
茂

校
長
か
ら
は
母
校
の
現
況
や

進
路
指
導
重
点
校
指
定
の
成

果
な
ど
、
併
せ
て
ご
挨
拶
を

頂
い
た
。

　

引
き
続
き
第
１
部
総
会
に

先
立
ち
、
亡
く
な
ら
れ
た
会

員
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
黙
祷

を
捧
げ
る
。
宮
崎
会
長
の
議

事
進
行
の
も
と
、
活
動
報
告

並
び
に
会
計
及
び
監
査
報
告

等
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

　

第
２
部
講
演
会
は
「
現
代

技
術
が
可
能
に
す
る
伝
統
木

造
建
築
」
と
題
し
、木
内
修
先
生
（
高

17
）
の
講
演
を
頂
い
た
。
幕
末
の
大
工

棟
梁
・
清
水
喜
助
を
祖
と
す
る
清
水

建
設
か
ら
、
近
代
社
寺
建
築
の
伊
藤

平
左
エ
門
12
世
の
門
を
た
た
き
、
社

寺
建
築
の
技
術
を
現
代
建
築
技
術
の

表
舞
台
に
登
場
さ
せ
た
。
そ
の
足
跡

を
、
数
々
の
賞
を
受
賞
し
た
伊
勢
神

宮
外
宮
神
楽
殿
や
明
治
神
宮
神
楽
殿
、

大
石
寺
六
壺
、
穴
八
幡
宮
隨
神
門
な

ど
を
紹
介
し
な
が
ら
説
明
し
て
頂
い

た
。
大
工
技
術
は
明
治
以
来
、
技
術

教
育
の
枠
外
に
置
か
れ
、
戦
後
は
建

築
基
準
法
か
ら
も
外
さ
れ
た
存
在
だ
っ

た
と
い
う
。
話
が
高
度
で
我
々
素
人
に

は
や
や
難
解
だ
っ
た
が
、
宮
大
工
の
伝

支部の話題
同窓会の各支部は、各地区で特色のある活動を行って
います。支部総会の場合は、出席依頼を受けて、会長
を始め校長、事務局長などが参加しています。
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統
技
術
を
可
能
に
す
る
現
代
建
築
技

術
に
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

第
３
部
懇
親
会
は
、
６
月
17
日
国

立
新
美
術
館
で
の
美
術
鑑
賞
会
開
催

の
案
内
と
併
せ
、
森
幸
男
副
会
長
（
高

17
）の
進
行
の
も
と
、太
田
昭
吉
氏（
中

17
）
が
「
教
育
勅
語
」
を
高
ら
か
に

吟
唱
し
、
89
歳
と
は
思
え
な
い
気
合
の

入
っ
た
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
の
宴
が
始

ま
っ
た
。

　

大
塚
栄
一
・
鈴
木
勝
彦
さ
ん
（
高

18
）、
鈴
木
廣
行
・
鎌
形
豊
さ
ん
（
高

25
）、
同
窓
会
事
務
局
来
賓
と
し
て
お

出
で
頂
い
た
宇
野
典
男
さ
ん
（
高
30
）

ら
若
手
参
加
者
を
紹
介
す
る
。
中
野

幸
子
・
大
橋
正
子
両
幹
事
（
高
８
）

に
よ
る
、
外
れ
く
じ
無
し
の
お
楽
し
み

抽
選
会
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

最
後
に
「
至
誠
剛
健
快
活
の
精
神

は
常
に
高
鳴
り
す
」
と
、
匝
瑳
高
校

の
校
風
と
伝
統
を
声
高
ら
か
に
合
唱

し
、
母
校
の
益
々
の
発
展
と
同
窓
各

位
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
抽
選
会
の

銘
酒
、
銘
茶
、
多
古
米
、
そ
ば
つ
ゆ
、

落
花
煎
餅
等
を
手
土
産
に
散
会
し
た
。

90
歳
に
手
の
届
か
ん
と
す
る
長
老
の
気

迫
に
圧
倒
さ
れ
、
70
歳
に
満
た
な
い
若

手
が
元
気
を
頂
く
有
り
様
だ
っ
た
。

須
郷
隆
雄
（
高
17
）

ル
ノ
ワ
ー
ル
展

　

6
月
17
日
に
、
匝
瑳
高
校
同
窓
会

東
京
支
部
主
催
の
美
術
展
見
聞
イ
ベ

ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
遠
く
匝
瑳
市
周

辺
か
ら
の
来
訪
者
も
あ
り
、
21
名
が

参
加
し
て
国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ

れ
た
「
ル
ノ
ワ
ー
ル
展
」
を
見
学
し
ま

し
た
。
鑑
賞
後
に
は
同
美
術
館
の
3

階
研
修
室
に
集
合
し
、
作
品
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
や
参
加
者
有
志
の
美
術

活
動
の
報
告
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
企
画

は
、
支
部
活
動
の
一
環
と
し
て
、
か
ね

て
よ
り
要
望
の
多
か
っ
た
美
術
展
鑑
賞

を
基
軸
に
、
会
員
同
士
の
研
鑚
と
親

睦
を
計
る
目
的
で
、
当
支
部
と
し
て
、

こ
の
種
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
初
め
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
参
加
者
か
ら

は
良
い
企
画
だ
っ
た
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
、次
回
開
催
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

匝
東
会
副
会
長　

碇　

穹
一
（
高
15
）

遺
稿　

11
月
20
日　

ご
逝
去

四
街
道
支
部

四
街
道
支
部
同
窓
会
第
18
回
総
会
開
催
に
つ
い
て

　

7
月
3
日
（
日
）
10
時
30
分
か
ら

四
街
道
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

四
街
道
支
部
同
窓
会
第
18
回
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

母
校
か
ら
長
谷
川
茂
校
長
、
母
校

本
部
か
ら
岩
瀬
道
治
総
務
部
長
（
高

24
）、
宇
野
典
男
事
務
局
長
（
高
30
）

が
出
席
さ
れ
、
支
部
会
員
38
名
参
加

の
も
と
に
母
校
及
び
同
窓
会
の
近
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　

鈴
木
廣
行
氏
（
高
25
）
か
ら
、

次
期
同
窓
会
副
会
長
紹
介
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　

総
会
で
は
、
工
藤
博
孝
議
長
の
も

と
に
、
支
部
の
活
動
報
告
並
び
に
新

年
度
事
業
計
画
の
報
告
等
が
承
認
さ

れ
、
会
長
に
は
工
藤
博
孝
氏
（
高
11
）

が
再
任
、
副
会
長
に
宮
田
省
一
氏
（
高

13
）、
伊
橋
宏
氏
（
高
14
）、
事
務
局

に
金
杉
理
氏
（
高
17
）
会
計
に
小
山

健
氏
（
高
10
）、
会
計
監
査
に
島
田
啓

蔵
氏
（
高
15
）
が
再
任
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、「
多
古
線
の
哀
愁
」

と
題
し
、
中
学
19
・
20
回
（
昭
和

21
・
22
年
卒
業
）
旭
市
出
身
の
松
井

安
俊
氏
（
旭
中
央
病
院
審
査
委
員
）

の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
「
多
古
」
は
「
多
湖
」
で
あ
っ
て
、

こ
こ
に
「
ク
ジ
ラ
の
骨
」
が
発
掘
さ
れ

国
立
博
物
館
に
保
存
。
ま
た
飯
高
檀

林
は
約
１
，０
０
０
人
の
学
僧
が
修
行

し
て
い
た
。

　

明
治
44（
１
９
１
１
）年
成
田
～
多

古
間（
軌
間
６
０
０
㎜
）開
通
、
昭
和

3（
１
９
２
８
）年
１
，０
６
７
㎜
に
改

軌
さ
れ
た
。
大
正
15（
１
９
２
６
）年
多

古
～
八
日
市
場
間（
軌
間
１
，０
６
７

㎜
）が
開
通
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
19

（
１
９
４
４
）年
１
月
11
日
全
線
休
止
。

太
平
洋
戦
争
が
激
化
し
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
セ
レ
ベ
ス
島
に
、
国
策
と
し
て

供
出
さ
せ
ら
れ
た
が
、
利
用
さ
れ
ず

所
在
不
明
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、『
こ
う
し
た
会
に
気
力
を

持
っ
て
、
体
力
を
使
っ
て
参
加
し
、
絆

を
深
め
る
こ
と
こ
そ
、「
ベ
ッ
ド
で
お
む

つ
の
人
生
」
を
経
験
し
な
く
て
も
良
い

人
生
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
。』
と
話

さ
れ
、
講
演
会
は
終
了
し
た
。

　

続
い
て
島
田
啓
蔵
氏
（
高
15
）
の

絶
妙
な
司
会
の
も
と
に
、
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
出
席
者
全
員
の

近
況
報
告
な
ど
に
話
も
弾
み
、
久
古

榮
二
氏
（
高
5
）、
金
谷
貞
夫
氏
（
高

6
）、
宮
崎
晴
可
氏
（
高
15
）、
玉
澤

宏
氏
（
高
15
）
等
も
話
さ
れ
、
最
後

に
石
田
實
氏
（
高
2
）
は
、
腹
の
底

か
ら
大
き
な
声
が
出
せ
る
の
は
健
康
の

秘
訣
と
、詩
吟
と
民
謡
を
披
露
さ
れ
た
。

　

懇
親
会
も
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
和

や
か
な
う
ち
に
終
了
し
た
。

四
街
道
支
部
会
長　

工
藤
博
孝
（
高
11
）

干
潟
支
部

干
潟
支
部
総
会
を
開
催

　

８
月
20
日
、
匝
瑳
高
校
同
窓
会
干

潟
支
部
総
会
が
旭
市
萬
歳
「
嘉
儀
屋
」

に
於
い
て
、
齊
藤
同
窓
会
会
長
、
宇

野
事
務
局
長
に
ご
臨
席
を
賜
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
25
名
出
席
し
、
新
会
長
に
江

波
戸
一
治
氏
（
高
26
）
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
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期　日 事業内容 会　場
27.６.12 匝陵会匝瑳支部 吾妻庵
27.７.５ 四街道支部 四街道市文化センター
27.７.18 匝陵会豊和支部 石毛ドライブイン
27.８.22 旭匝会 旭楼
27.８.23 光支部 町民会館
27.８.23 干潟支部 嘉儀屋
27.８.23 野栄支部 望洋荘
27.９.20 匝陵会吉田支部 紫季
28.４.９ 匝東会 アルカディア市ヶ谷
28.５.21 京葉支部 ホテルミラマーレ
28.５.21 飯匝会 幸喜
28.６.10 匝陵会総会 吾妻庵
28.６.18 横匝会 富士屋

期　日 事業内容 会　場
28.７.３ 四街道支部 四街道市文化センター
28.７.９ 匝陵会豊和支部 石毛ドライブイン
28.７.10 匝陵会匝瑳支部 内山屋
28.８.20 干潟支部 嘉儀屋
28.８.21 野栄支部 望洋荘
28.８.27 旭匝会 旭楼
28.９.11 光支部 町民会館
28.９.25 匝陵会吉田支部 紫季
29.４.15 匝東会
29.５ 京葉支部
29.５ 飯匝会
29.６ 匝陵会総会
29.６ 横匝会

多古支部
海上支部
銚匝会
匝陵会豊栄支部

平成27年度　報告平成28年度　計画

支 部 事 業

飯
匝
会

支
部
総
会
及
び
支
部
の
活
動

　

飯
匝
会
総
会
は
、
5
月
21
日
（
土
）

に
「
幸
喜
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
16
名
、
来
賓
と
し
て
同
窓

会
副
会
長
の
齊
藤
元
久
氏
並
び
に
田

口
君
夫
教
頭
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
平
成
27
年
度
の
活
動
と
し

て
は
、
入
学
生
8
名
及
び
卒
業
生
14

名
に
記
念
品
を
贈
呈
し
、
蔦
陵
祭
Ｐ

Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
へ
の
協
力
と
し
て
会
員
46

名
か
ら
２
９
８
点
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

飯
匝
会
会
長　

加
瀬
正
彦
（
高
24
）

旭
匝
会

　

８
月
27
日
、
旭
市
の
旭
楼
旅
館
に

て
、
旭
匝
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
堀

越
正
夫
氏
（
高
13
）
が
会
長
に
再
任

さ
れ
た
。
総
会
後
、
増
田
眞
一
氏
（
高

12
）
に
よ
り
、「
二
人
の
母
」
の
演
題

で
講
演
が
あ
っ
た
。
以
下
、
そ
の
概
要

で
あ
る
。

　

二
人
の
母
と
云
う
と
、
生
み
の
母

と
育
て
の
母
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

が
、こ
こ
で
の
二
人
の
母
は
妻
の
母
（
義

母
・
満
寿
代
）
と
私
の
母
（
は
る
）

の
こ
と
で
す
。

　

義
母
は
明
治
41
年
３
月
生
ま
れ
の

１
０
８
歳
。
母
は

明
治
42
年
３
月
生

ま
れ
の
１
０
７
歳
。

共
に
施
設
に
入
所
し

て
お
り
ま
す
が
健
在

で
す
。
こ
の
よ
う
に

長
命
な
こ
と
も
驚
き

な
の
で
す
が
、
そ
の

経
歴
も
、
ま
る
で
判

で
押
し
た
よ
う
に
似

て
い
る
こ
と
に
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

二
人
の
母
は
、
旧
香
取
郡
で
教
育

に
関
わ
り
の
深
い
家
庭
で
生
ま
れ
、
千

葉
女
子
師
範
学
校
を
卒
業
後
、
終
戦

間
近
ま
で
小
学
校
の
教
員
を
し
て
お

り
ま
し
た
。
早
期
退
職
後
は
農
業
に

従
事
し
な
が
ら
、
地
域
の
婦
人
会
活

動
や
教
育
委
員
民
生
委
員
等
に
携
わ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
共
に
、
１
０
０

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
自
宅
で
大
腿
骨
を

骨
折
し
、
入
院
、
手
術
、
そ
の
後
施

設
に
入
所
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
歴
以
外
に
も
、
性

格
や
日
常
の
生
活
ス
タ
イ
ル
で
も
似
た

所
が
多
く
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
み

る
と
、
長
生
き
の
秘
訣
が
分
か
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
幾
つ
か
を
あ
げ
て
み

ま
す
。

（
そ
の
１
）
ス
ト
レ
ス
が
な
い
こ
と
。

二
人
共
性
格
が
楽
天
的
で
マ
イ
ペ
ー
ス

で
す
。

（
そ
の
２
）
持
病
が
な
い
こ
と
。
大
腿

骨
を
骨
折
す
る
ま
で
入
院
し
た
こ
と

が
な
く
、
多
少
の
病
気
を
し
て
も
回

復
が
早
か
っ
た
よ
う
で
す
。

（
そ
の
３
）
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
。

早
寝
、
早
起
き
で
、
三
度
の
食
事
も

き
ち
ん
と
食
べ
ま
し
た
。

（
そ
の
４
）
適
度
の
運
動
を
す
る
。
よ

く
歩
い
た
り
、
花
壇
の
手
入
れ
や
畑

仕
事
を
し
ま
し
た
。

（
そ
の
５
）
趣
味
を
持
つ
。
特
に
読
書

は
良
く
し
ま
し
た
。
本
が
読
め
な
く

な
っ
て
か
ら
は
、
新
聞
を
良
く
読
み
ま

し
た
。

（
そ
の
他
）
社
会
的
に
関
わ
り
の
あ
る

仕
事
を
多
く
し
た
せ
い
か
、
施
設
で

大
勢
の
人
の
中
で
も
う
ま
く
や
っ
て
こ

れ
ま
し
た
。

　

さ
す
が
に
最
近
で
は
、
共
に
い
ろ
い

ろ
な
所
（
特
に
精
神
的
）
に
障
害
が

出
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
元

気
で
長
生
き
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

増
田
眞
一
（
高
12
）
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＊
つ
た
の
葉
会

　

９
月
25
日
（
日
）
に
10
回
目
の
「
つ

た
の
葉
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の「
つ

た
の
葉
会
」
は
、
看
護
系
（
医
療
・
保
健
・

福
祉
・
教
育
）
の
同
窓
会
で
す
。
こ
の

よ
う
な
同
系
の
職
種
に
よ
る
高
等
学
校

同
窓
会
は
全
国
で
も
珍
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

看
護
系
の
進
学
者
は
、
約
５
０
０
名

い
ま
す
。
取
り
あ
え
ず
県
内
を
中
心
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。
種
々
の
顔
（
元
国

会
議
員
、
元
大
学
院
教
授
、
現
社
会
福

祉
法
人
理
事
長
な
ど
）
を
持
つ
外
口
玉

子
氏
（
旭
市
出
身
・
高
8
）
に
顧
問
を

お
願
い
し
、
毎
年
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
あ
る
時
は
、
岐
阜
県
立
看

護
大
学
学
長
だ
っ
た
平
山
朝
子
氏
（
高

6
）
に
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
事
も
あ

り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
卒
業
者
に
看
護
系
の
進
学

者
が
30
名
い
た
と
の
説
明
に
心
強
く
思

い
ま
し
た
。

　

今
回
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
の
は
、

最
近
の
保
健
医
療
福
祉
の
動
向
や
看
護

職
員
確
保
の
問
題
（
早
い
段
階
で
の
動

機
づ
け
）、
卒
後
教
育
に
つ
い
て
で
し
た
。

少
子
高
齢
化
や
高
度
医
療
の
中
、
保
健

医
療
福
祉
に
優
秀
な
人
材
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
で
の
交
流
の
結
果
、
一
つ
の

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
事
も
あ
り
ま
し

た
。
今
回
も
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
、

時
間
が
足
り
な
い
く
ら
い
で
し
た
。
来

年
も
お
彼
岸
の
頃
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
、
同
窓
会
事
務
局
に

是
非
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

渡
邉
千
惠
子
（
高
18
）

＊
体
育
部

体
育
部
の
活
動
と
16
回
シ
ニ
ア
大
会
の
報
告

　

体
育
部
の
主
た
る
活
動
は
、
会
員
同

士
の
親
睦
を
深
め
る
ゴ
ル
フ
大
会
の
企

画
と
運
営
で
す
。

　

毎
年
秋
の
シ
ニ
ア
大
会
、
春
の
親
睦

大
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
も
同
伴
者
を
同
期
生
同
士
で
組
む
な

ど
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
配
慮
が
さ
れ

て
お
り
、
毎
回
１
２
０
名
程
の
参
加
者

で
盛
会
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
10
月
26
日
（
水
）
に
レ
イ
ン

ボ
ー
ヒ
ル
ズ
Ｃ
Ｃ
で
行
わ
れ
た
第
16
回

シ
ニ
ア
大
会
で
は
、
好
天
の
秋
空
の
下
、

１
１
５
名
の
参
加
を
得
て
、
楽
し
い
大

会
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
冒
頭
に
会
費
の
一
部

を
母
校
へ
の
支
援
金
と
し
て
贈
呈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
と

し
て
参
加
い
た
だ
い
た
高
14
回
卒
の
匝

瑳
市
長
太
田
安
規
様
よ
り
同
窓
会
活
動

へ
の
賛
辞
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
競

技
委
員
長
の
日
下
英
義
氏
か
ら
は
、「
あ

る
が
ま
ま
を
受
け
入
れ
そ
れ
に
対
峙
し

て
い
く
の
が
ゴ
ル
フ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
」

と
ゴ
ル
フ
の
神
髄
に
も
ふ
れ
た
お
話
を

伺
っ
た
後
、
和
気
藹
々
の
中
で
表
彰
式

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
参

加
者
の
皆
様
、
多
く
の
協
賛
品
や
ご
芳

志
を
頂
戴
し
た
皆
様
、
そ
し
て
準
備
・

運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
24
回
生

の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
シ
ニ
ア
大
会
の
結
果
は
下
記

の
通
り
で
す
。
ま
た
、
来
春
に
は
第
21

回
親
睦
大
会
を
次
の
期
日
で
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
多
く
の
会
員
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
：
平
成
29
年
５
月
17
日

会
場
：
ラ
フ
ォ
ー
レ
＆
松
尾
Ｇ
Ｃ

シ
ニ
ア
大
会
成
績
（
敬
称
略
）

◎
ネ
ッ
ト
の
部

　

優　

勝
：
勝
又
美
代
志
（
高
24
）

　

準
優
勝
：
熱
田　

恒
雄
（
高
24
）

　

第
三
位
：
佐
久
間
邦
彦
（
高
25
）

◎
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
の
部

　

総　

合
：
関　
　

進
一
（
高
30
）

　

シ
ニ
ア
：
萩
原　

英
俊
（
高
15
）

�����

体
育
部
長　

熱
田
恒
雄
（
高
24
）

＊
文
化
部

茶
道
部

　

匝
瑳
高
校
の
茶
道
部
は
、
表
千
家
の

お
茶
を
学
ん
で
70
年
近
い
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
前
任
の
中
山
先
生
か
ら
引
き
継

ぎ
、
今
に
至
り
ま
す
。

　

戦
後
、
匝
瑳
高
校
も
共
学
に
な
り
第

１
回
女
子
入
学
者
も
部
員
と
な
り
ま
し

た
。
過
日
蔦
陵
祭
に
お
見
え
に
な
っ
た

折
り
、
昭
和
23
・
24
年
頃
は
用
務
員
室

で
お
茶
の
稽
古
を
し
た
こ
と
、
文
化
祭

で
は
家
か
ら
リ
ヤ
カ
ー
で
畳
を
運
ん
だ

こ
と
、
な
ど
懐
か
し
く
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
風
呂
釜
も
卒
業
生
が
く
だ

さ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
立
礼
卓
も
70
周
年
記
念
で
同

窓
会
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
立
礼
だ

と
、
お
客
様
も
生
徒
た
ち
も
気
軽
に
お

茶
席
に
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
す
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
茶
道
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

同
窓
会
総
会
で
は
、
呈
茶
席
を
催
し

て
お
り
ま
す
。
足
を
お
運
び
い
た
だ
き

た
く
記
事
と
し
ま
し
た
。
今
回
は
、「
茶

道
部
」
の
話
だ
け
に
な
り
ま
し
た
が
、

次
号
以
降
で
他
の
活
動
状
況
も
お
伝
え

し
ま
す
。文

化
部
長　

飯
島
美
恵
（
高
17
）

集 

い
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米
寿
の
集
い
を
開
催

中
18
回
　
圡
屋
　
嘉
彦

　

８
年
前
、
傘
寿
を
迎
え
た
中
18
回
生

は
、
黄よ

泉み

の
世
界
に
招
か
れ
る
者
が
多
く

な
っ
た
の
で
、
旧
友
と
疎
遠
に
な
る
こ
と

を
懸
念
し
た
市
原
敏
男
君
が
、
原
稿
を

募
り
「
18
回
卒
業
生
便
り
」
を
発
行
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
第
13
号
は
、
米
寿
の
集
い
の
特

集
号
の
企
画
が
持
ち
上
が
り
、
集
い
の
開

催
に
つ
い
て
は
山
匝
一
八
会
が
主
催
者
と

な
っ
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
17
日
、
ば
ん
ど
う
太
郎
横
芝
光

店
を
会
場
に
、
約
50
人
に
案
内
を
送
り
、

11
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。（
参
加

回
答
は
当
初
、
13
人
で
し
た
が
２
名
減
）

　

当
日
の
天
気
は
あ
い
に
く
の
雨
。
開
会

の
言
葉
は
小
川
知
至
君
で
、
終
戦
２
か

月
前
、
土
浦
航
空
隊
が
空
爆
に
遭
い
、

２
８
０
余
名
の
予
科
練
隊
員
が
犠
牲
に

な
っ
た
中
、
九
死
に
一
生
を
得
た
体
験
談

の
披
露
が
あ
り
、
続
い
て
、
鵜
之
沢
会
長

の
挨
拶
後
、
米
寿
の
宴
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

顧
み
れ
ば
、
入
学
時
の
昭
和
16
年
は
、

日
支
事
変
た
け
な
わ
で
あ
り
、
８
か
月
後

に
は
大
東
亜
戦
争
へ
と
戦
局
は
拡
大
し
ま

し
た
。

　

当
時
の
岡
部
定
校
長
は
、
朝
礼
の
壇

上
で
、「
撃
ち
て
し
止
ま
ん
」
の
開
設
を

さ
れ
、
学
校
は
今
後
、
戦
時
教
育
の
体

制
に
入
る
旨
の
訓
示
を
さ
れ
、
生
徒
は
干

潟
、
横
芝
、
豊
成
の
各
飛
行
場
へ
の
奉
仕

作
業
、
大
利
根
用
水
及
び
第
二
運
動
場

新
設
の
も
っ
こ
担
ぎ
、
交
替
で
日
曜
日
ご

と
の
旧
平
和
村
修
練
農
場
の
作
物
の
栽

培
作
業
、
出
征
兵
士
宅
へ
の
援
農
等
、
ま

さ
に
半
学
半
労
の
学
校
生
活
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
４
年
１
学
期
終
了
時
、
授

業
打
ち
切
り
が
通
達
さ
れ
、
鶴
見
ヨ
ッ
ト

工
場
へ
の
勤
労
動
員
、
特
幹
・
予
科
練
へ

の
軍
隊
志
願
組
と
、
学
年
は
分
断
の
憂

き
目
に
遭
い
、
前
渡
は
不
透
明
の
一
途
を

た
ど
る
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
予
科
練
入
隊
時
、「
学
校
即
戦
場
」

と
書
か
れ
た
越
川
清
先
生
の
寄
せ
書
き

が
当
時
の
情
勢
を
如
実
に
表
現
し
た
も
の

と
受
け
止
め
ま
し
た
が
、
今
回
の
参
加

者
も
、
あ
の
激
動
の
学
校
生
活
は
深
く

脳
裏
に
刻
み
こ
ま
れ
て
お
り
、
鮮
明
な
記

憶
と
な
っ
て
甦
り
、
懐
古
談
に
花
が
咲
き

ま
し
た
。

　

有
意
義
な
米
寿
の
集
い
が
実
現
し
、
こ

の
喜
び
を
共
有
で
き
た
こ
と
は
何
よ
り
の

幸
せ
で
す
が
、
反
面
、
不
参
加
者
へ
の
寂せ
き

寥り
ょ
うの

感
は
一ひ

と

入し
お

深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
卒
寿
の
集
い
の
要
望

が
出
た
の
で
、
実
施
に
向
け
て
検
討
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
夏
は
不
参
加
と

な
っ
た
同
期
の
諸
君
も
、
次
回
は
躊
躇
せ

ず
に
連
絡
を
く
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
者

市
原
敏
男
、
見
世
川
弘
治
、
渡
辺
三
雄
、

菅
谷
敏
夫
、
疋
田
文
雄
、
鈴
木
茂
昭
、

小
川
知
至
、
武
田
定
夫
、
鈴
木
二
郎
、

鵜
之
沢
正
夫
、
𡈽
屋
嘉
彦

以
上
11
名

匝
瑳
21
・
1
同
期
会

高
1
　
大
関
　
　
正

　

匝
瑳
中
学
校
21
回（
Ｓ
23
年
3
月
卒
）、

匝
瑳
高
校
1
回
（
Ｓ
24
年
3
月
卒
）
の

24
回
目
の
同
期
会
が
、
平
成
28
年
5
月

29
日
（
日
）
八
日
市
場
「
梅
田
家
」
を

会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
今
年
の
当
番
幹

事
は
山
武
地
区
で
あ
る
。

　

今
年
も
天
気
に
恵
ま
れ
半
袖
に
ク
ー

ラ
ー
使
用
と
い
う
状
況
の
中
の
開
催
と
な

る
。

　

今
年
の
物
故
者
は
当
初
3
人
で
昨
年

の
1
／
3
だ
と
喜
ん
で
い
た
ら
、
出
席

者
か
ら
の
情
報
で
更
に
2
人
が
亡
く
な
っ

て
い
る
事
が
わ
か
り
、
物
故
者
の
累
計
は

１
０
５
人
、
生
存
者
が
76
人
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
86
歳
と
い
う
年
齢
を
考
え
れ
ば

仕
方
の
な
い
事
か
も
し
れ
な
い
が
寂
し
く

な
っ
て
き
た
。

　

昨
年
の
出
席
者
が
3
人
減
り
、
欠
席

者
か
ら
7
人
が
参
加
す
る
予
定
だ
っ
た

が
、
直
前
2
人
不
参
加
と
な
っ
て
昨
年
よ

り
2
人
増
の
19
人
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

定
刻
前
に
全
員
揃
い
3
時
25
分
土
屋

壽
さ
ん
の
司
会
・
進
行
で
記
念
撮
影
、

物
故
者
の
冥
福
を
祈
っ
て
黙
禧
、
代
表
幹

事
か
ら
経
過
と
近
況
報
告
の
後
、
大
和

義
則
さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯
し
宴
に
入
る
。

　

19
名
中
昨
年
と
同
じ
人
が
13
名
、
2

年
ぶ
り
が
6
名
と
す
っ
か
り
常
連
化
し
た

顔
ぶ
れ
だ
が
、
近
況
報
告
や
様
々
な
情

報
交
換
と
話
題
に
不
足
は
な
い
。
が
、
以

前
ほ
ど
席
を
あ
ち
こ
ち
動
い
て
話
し
込
む

景
色
は
少
な
く
な
っ
た
。

　

の
ど
自
慢
も
昨
年
来
な
か
っ
た
萩
原
勇

美
さ
ん
と
宮
島
弘
平
さ
ん
が
頑
張
っ
て
く

れ
た
が
、
軍
歌
の
山
本
秀
夫
さ
ん
が
歌

わ
ず
一
足
早
く
退
席
し
て
し
ま
っ
た
の
は

意
外
で
も
あ
り
淋
し
く
も
あ
っ
た
。

　

今
年
も
午
後
5
時
を
過
ぎ
る
と
お
迎

え
の
家
族
が
チ
ラ
ホ
ラ
…
。
有
り
難
い
事

だ
し
幸
せ
な
事
で
あ
る
。
櫛
の
歯
が
欠
け

た
様
な
席
が
目
立
っ
て
き
た
の
で
5
時
30

分
一
応
閉
会
と
す
る
。

　

来
年
は
数
え
の
88
歳
「
米
寿
」
で
あ
る
。

自
信
は
な
い
が
何
と
か
そ
の
節
目
を
乗
り

越
え
た
い
と
願
い
な
が
ら
解
散
す
る
。

　

次
回
は
平
成
29
年
5
月
28
日
（
日
）、

旭
地
区
当
番
で
の
開
催
予
定
で
あ
る
。

−

再
会
を
‼

−

　

最
後
に
新
物
故
者
と
し
て
吉
野
昭
吾
、

瓜
生
滋
、
伊
藤
光
雄
、
伊
藤
哲
、
押
尾

操
を
含
め
、
１
０
５
名
の
御
冥
福
を
祈
っ

て
報
告
と
す
る
。

平
成
28
年
度

匝
中
21
回
・
匝
高
1
回
卒
業
生　

同
期
会

２
０
１
６（
平
成
28
）年
5
月
29
日（
日
）

匝
瑳
市
「
梅
田
家
」

　
　
　
　
　
　
　

片
岡　
　

工

飯
島　

崇
智　
　

並
木　

達
雄　
　

林　
　

秀
夫

　
　
　
　
　
　
　

内
田　

裕
雄

土
屋　
　

壽　
　

根
本　
　

薫　
　

福
岡　

正
夫

　
　
　
　
　
　
　

萩
原　

勇
美　
　

高
橋　

一
男

大
和　

義
則　

　

宮
島　

弘
平　
　

山
本　

秀
夫

千
本
松
和
徳　

　

角
田　

利
夫　
　

石
橋　
　

清

椎
名　

素
夫　

　

向
後　
　

忠　
　

大
関　
　

正

［
計
19
名
］

同
期
の
話
題

　

今
年
も
同
期
が
集
う
同
窓
生
た
ち
の
情
報
が
「
同
窓
さ
ふ
さ
」
編
集
委

員
会
へ
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
号
で
は
「
中
18
回
生
米
寿
の
集
い
」、「
匝

瑳
21
・
1
同
期
会
」「
匝
三
会
」
の
寄
稿
を
紹
介
し
ま
す
。

　

さ
ふ
さ
原
稿
は
13
文
字
32
行
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
同
窓
生
皆
さ
ん
の

お
便
り
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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私
が
匝
瑳
中
学
に
入
学
し
た
の

は
、
日
本
が
敗
戦
し
、
軍
関
係
の
仕

事
を
し
て
い
た
父
は
失
業
し
、
日
本

の
将
来
が
ど
う
な
る
か
全
く
わ
か
ら

な
い
と
き
で
あ
る
。
東
京
の
家
は
焼

失
し
我
々
家
族
は
や
む
を
得
ず
、
香

取
郡
多
古
町
千
田
の
伯
父
一
家
が
暮

ら
す
父
の
生
家
の
納
屋
で
生
活
を
始

め
た
。

　

多
古
町
千
田
は
バ
ス
停
か
ら
約
1

里
離
れ
た
僅
か
5
、
6
戸
の
農
家
が

暮
ら
す
小
集
落
で
、
当
時
は
電
気
が

な
く
、
ラ
ン
プ
生
活
で
あ
る
。
収
入

が
な
く
僅
か
な
貯
金
を
取
り
崩
し
て

の
生
活
だ
か
ら
、
ラ
ン
プ
も
小
さ
な

も
の
で
勉
強
な
ど
で
き
た
も
の
で
は

な
い
。
そ
れ
で
も
私
は
匝
中
に
通
わ

せ
て
貰
っ
た
の
だ
か
ら
、
感
謝
し
な

く
て
は
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
冬
に
は
ま
だ
真
っ
暗
な
う

ち
に
家
を
出
て
農
道
を
歩
き
、
多
古

の
停
車
場
か
ら
匝
中
ま
で
バ
ス
で
通

う
の
で
あ
る
。敗
戦
直
後
と
あ
っ
て
、

多
古
線
の
バ
ス
は
樫
の
よ
う
な
堅
い

木
の
枝
を
10
㎝
位
に
切
っ
た
薪
を
燃

し
て
走
る
。
だ
か
ら
薪
の
乾
燥
が
悪

く
、
火
力
が
低
下
す
る
と
バ
ス
は
す

ぐ
エ
ン
コ
し
て
し
ま
う
。
そ
う
な
る

と
車
外
に
取
り
付
け
ら
れ
た
フ
イ
ゴ

を
回
し
、風
を
送
っ
て
火
力
を
高
め
、

エ
ン
ジ
ン
を
再
稼
働
さ
せ
る
。
エ
ン

ジ
ン
の
か
か
り
が
悪
く
「
学
生
、
押

し
て
く
れ
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
当

た
り
前
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
だ
か
ら
、
多
古

線
通
学
者
は
、
授
業
の
2
、
3
時
間

目
に
の
こ
の
こ
と
授
業
中
の
教
室
に

入
っ
て
い
く
の
も
珍
し
い
こ
と
で
は

な
か
っ
た
。
ま
た
授
業
が
終
わ
る
と

バ
ス
の
始
発
駅
と
な
る
八
日
市
場
の

駅
ま
で
歩
き
、
そ
こ
で
バ
ス
を
待
つ

の
で
あ
る
。
学
生
が
多
数
溜
る
と
臨

時
を
出
し
て
く
れ
る
が
、
そ
の
場
合

は
ほ
と
ん
ど
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
る
。
後

に
は
雨
避
け
に
し
た
車
も
で
き
た

が
、
殆
ど
の
場
合
は
裸
の
荷
台
で
あ

る
。
一
度
、
荷
台
の
枠
が
外
れ
、
女

学
生
が
3
人
地
面
に
落
ち
た
こ
と
が

あ
る
。
3
人
と
も
す
ぐ
バ
ス
に
乗
り

込
ん
で
、
こ
と
な
き
に
終
わ
っ
た
。

ま
た
、
車
掌
な
ど
乗
っ
て
い
な
い
か

ら
停
留
所
の
案
内
な
ど
全
く
な
く
、

降
車
す
る
場
合
に
は
運
転
席
の
屋
根

を
叩
く
の
で
あ
る
。

　

家
に
帰
れ
ば
ラ
ン
プ
生
活
だ
か

ら
、
勉
強
な
ど
で
き
た
も
の
で
は
な

い
。
僅
か
な
宿
題
は
教
室
で
終
え
て

か
ら
学
校
を
出
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の

後
、
伯
父
と
の
関
係
が
悪
く
な
り
、

南
借
当
に
越
し
た
が
、
こ
こ
で
も
1

部
屋
の
間
借
り
生
活
、
バ
ス
通
学
に

変
わ
り
な
か
っ
た
。

　

な
ん
と
か
中
学
5
年
を
卒
業
す
る

こ
と
が
で
き
、
匝
中
が
切
り
替
わ
っ

た
匝
瑳
高
校
の
3
年
に
進
学
す
る
と

い
う
方
法
も
あ
っ
た
が
、
母
方
の
叔

父
の
家
か
ら
山
梨
工
専
に
通
え
る
と

あ
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
入
学
し
て
み

た
が
、授
業
に
全
く
興
味
が
持
て
ず
、

夏
休
み
に
入
る
と
同
時
に
退
学
し
て

し
ま
う
。

　

こ
の
頃
、
東
京
の
会
社
に
就
職
、

ア
パ
ー
ト
の
1
部
屋
を
借
り
て
生

活
、
姉
も
そ
こ
で
暮
ら
し
て
洋
裁
店

に
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
先
の
こ

と
を
何
も
考
え
ず
に
退
学
し
私
も
そ

の
部
屋
に
入
り
込
ん
だ
が
、
そ
の
年

に
で
き
た
新
制
大
学
受
験
資
格
認
定

試
験
に
合
格
し
、
翌
年
の
春
、
な
ん

と
か
東
京
工
業
大
学
に
入
学
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
父
は
東
京
に
小
さ
な

家
を
建
て
、
母
と
妹
も
呼
ん
で
よ
う

や
く
家
族
5
人
が
1
つ
の
家
で
生
活

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

現
在
は
85
歳
、
老
人
ホ
ー
ム
で
や

や
退
屈
な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

（
付
記
）

　

余
計
な
こ
と
で
あ
る
が
、
私
の
肩

書
に
あ
る
神
戸
商
科
大
学
は
、
現
在

存
在
し
て
い
な
い
。
同
学
は
私
の
定

年
退
職
後
、
姫
路
工
業
大
学
、
兵
庫

県
立
看
護
大
学
と
合
併
し
、
新
た
に

兵
庫
県
立
大
学
と
な
っ
た
た
め
で
あ

る
。

匝
三
会（
高
三
回
卒
）

懇
親
会
　
報
告

幹
事
代
表
　
小
泉
　
泰
清

　

平
成
27
年
11
月
７
日
天
候
薄
曇
の
も

と
、
八
日
市
場
万
町
の
梅
田
家
に
て
傘
寿

を
記
念
し
て
匝
三
会
を
催
し
た
。

　

参
加
者
は�

23
名
で
姓
名
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

　

石
川
勇
君
、
伊
藤
昭
雄
君
、
梅
原
一
郎

君
、
太
田
弘
君
、
尾
上
智
子
さ
ん
、
海

保
和
夫
君
、
川
口
徳
治
君
、
桑
垣
伝
裕
君
、

小
泉
泰
清
君
、
越
川
正
巳
君
、
小
林
葊

道
君
、
土
屋
一
雄
君
、
佐
久
間
健
君
、
佐

藤
米
吉
君
、
鈴
木
茂
陽
君
、
高
橋
瑛
君
、

高
橋
幸
子
さ
ん
、
高
橋
四
郎
君
、
田
中

武
範
君
、
林
昭
君
、
菱
木
昭
雄
君
、
山

崎
省
吾
君
、
古
川
俊
夫
君
に
、
高
橋
幸

子
さ
ん
の
付
添
と
し
て
息
子
さ
ん
の
お
嫁

さ
ん
。
以
上
で
、
和
気
藹
々
の
中
に
懇
談

し
て
有
意

義
に
す
ご

し
た
。
正

午
よ
り
午

後
2
時
頃

ま
で
。

　

本
会
は

会
員
の
老

い
も
深
ま

り
集
ま
る

に
も
大
変

と
思
わ
れ

る
の
で
、

今
回
限
り
と
述
べ
た
が
、
せ
め
て
５
年
後

の�

米
寿
ま
で
続
行
し
て
は
、
の
声
あ
り
都

合
に
よ
っ
て
は
引
き
つ
づ
く
予
定
と
し
た
。

ＯＢ
寄稿

私
の
匝
中
時
代

神
戸
商
科
大
学
名
誉
教
授　
　
　
　

秋
　
葉
　
　
　
博
（
中
21
）
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活躍する同窓生

本社／〒289－2504　千葉県旭市ニの 528 番地
　TEL 0479（62）1221　FAX 0479（63）7171
関東支店／〒260－0002　千葉県千葉市中央区旭町 24－8
　TEL 043（225）3730　FAX 043（225）4850
住宅事業部／旭ミサワホーム／〒289－2504　千葉県旭市ニの 2119－1
　TEL 0479（63）7633　FAX 0479（63）7644
干潟リサイクル工場／〒289－0501　千葉県旭市清和乙 662
　TEL 0479（68）3420　FAX 0479（68）4756
URL：http://www.abeken.co.jp

代表取締役　阿 部 典 義  （高18回）

総合建設業
地域の皆さまへ
　　　健康と笑顔をお届けします

本社：匝瑳市八日市場イ 2411
http://www.mainichi1954.com

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
で
旭
市
飯
岡
地
区
は
最

高
７
・
６
ｍ
の
津
波
に
襲
わ
れ
16
名
の

死
者
、
行
方
不
明
者
を
出
す
な
ど
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

詩
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
高
橋
順

子
さ
ん
の
実
家
も
大
き
な
被
害
を
受

け
、２
０
１
４
年
に
出
版
し
た
詩
集
「
海

へ
」
で
被
災
し
た
古
里
へ
の
思
い
を
綴

り
、
藤
村
記
念
歴
程
賞
、
三
好
達
治
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
同

郷
の
私
た
ち
に
喜
び
と
勇
気
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
「
高
橋
順

子
を
囲
む
会
」
を
設
立
。

　

今
年
２
月
27
日
、
東
日
本
大
震
災
５

周
年
祈
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
高
橋
順
子
講
演

会
を
東
総
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
祈
念
式
典
の
他
、
小
中
高
校
生
の

詩
の
朗
読
や
コ
ー
ラ
ス
、
紙
芝
居
等
が

花
を
添
え
会
は
大
成
功
。
15
回
生
の
同

期
の
方
々
が
企
画
運
営
に
協
力
し
、
遠

方
か
ら
も
大
勢
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ

り
、
高
橋
さ
ん
や
匝
高
生
の
朗
読
に
盛

大
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

席
上
、
町
の
復
興
を
祈
念
し
、
文
芸
の

力
で
希
望
を
与
え
る
言
葉
が
生
ま
れ
、

地
域
の
絆
が
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
、

高
橋
さ
ん
を
審
査
委
員
長
と
す
る
「
旭

い
い
お
か
文
芸
賞
」
の
設
立
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
６
月
５
日
に
文
芸
賞
の
募

集
要
項
発
表
会
を
開
催
。

　

高
橋
さ
ん
は
「
３
０
０
年
前
（
元
禄

津
波
）
を
忘
れ
た
ゆ
え
の
悲
し
み
だ
っ

た
。
デ
ー
タ
を
保
存
し
て
お
く
だ
け
の

備
え
に
は
限
界
が
あ
る
。
言
葉
に
し
て

語
り
継
ぐ
こ
と
が
大
事
」
と
語
り
ま
し

た
。

　

９
月
か
ら
作
品
（
詩
、
エ
ッ
セ
イ
、

定
型
詩
）
を
募
集
。
作
品
発
表
会
（
本

審
査
会
）
を
来
年
３
月
４
日
（
土
）
旭

市
の
東
総
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
し

ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

（
詳
細
は
Ｈ
Ｐ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
光
と
風
）

高
橋
順
子
を
囲
む
会
副
会
長　
　
　

石
田
禮
子
（
高
15
）

　11 月 17 日（木）グローバル人材プロジェクト事業の
一環で、グーグル執行役員の仲條亮子氏（高 39）による
講演会が行われた。
　演題は、Grow Yourself。
　匝瑳高校卒業後の社会体験をベースとした話題であっ
た。『私に関する Quiz』で生徒を引き込み、巧みな話術で
講演は進んだ。
　ハーバードビジネススクールで過ごした教室や狭い個
室と広い共同生活の場を写真を交えて紹介された。学び
の場がコラボレーションやディスカッションを誘導する
環境であり、そこで変化や成長をされた仲條さんの様子
が目に浮かび、ステップアップするためには環境が大切
であることを再認識させられた。
　グーグルがイノベーションし続けられるのは何故か。
 　①完璧を求めない
 　②不可能への健全なる挑戦
 　③アイデアはどこからでも生まれる
など、これからの社会を生き抜く後輩達には参考になる

ものであった。多様な考えがイ
ノベーションを創る、そんなコ
ンセプトが伝わってきた。

　ここで、本日の演題。
　今生きているという奇跡に感
謝し、その命のミッションを形
にするために自らを進化させよ
う。社会に対して自分の声を届けよう。キラキラした未
来のために、違った意見の人達の話を聴き、ポジティブ
な発想から始まる人生を歩んでください。
　仲條さん自身の経験から出てくる言葉は、後輩達にしっ
かりと伝わっていた。講演が終わったあと、世界に飛び
立とうとする３年生が直接相談に来るなど、生徒達にとっ
ては大いに刺激になったようである。
　また、会場（体育館）には、生徒だけでなく恩師の川内（飯
島）恵美子先生や同級生も集まり、講演後の応接室は談
笑の場となった。

高橋さんを囲んで
朗読発表の工藤美月季さん（写真左）と大島咲希さん

グローバル人材プロジェクト事業 
～国際理解推進のための講演会　　　　　　  仲條  亮子  氏  （高39）

郷
土
の
詩
人

高
橋
順
子（
高
15
）講
演
会
を
開
催
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ご遺族もしくは関係者からご連絡をいただいた方です。
（平成28年10月31日受付分まで）

会員の訃報について、事務局まで情報をお寄せください。

お問い合せは事務局まで…
　千葉県立匝瑳高等学校同窓会事務局
　〒289-2144　千葉県匝瑳市八日市場イ1630
　TEL. 0479-72-1541　FAX. 0479-73-6146

広告原稿を募集しています！広告原稿を募集しています！

お問い合せは事務局まで…
　千葉県立匝瑳高等学校同窓会事務局
　〒289-2144　千葉県匝瑳市八日市場イ1630
　TEL. 0479-72-1541　FAX. 0479-73-6146

◆
旧
職
員
◆

石
毛（
米
本
）桂
子
（
旧
職
員
）

　
　
平
成
28
年
8
月
18
日
逝
去

◆
会
員
◆

萩
原
侃
（
中
6
）

　
　
平
成
8
年
2
月
22
日
逝
去

大
里
庄
治
郎
（
中
8
）

　
　
平
成
26
年
9
月
12
日
逝
去

林
浩
平
（
中
8
）

　
　
平
成
26
年
8
月
5
日
逝
去

川
口（
宇
井
）重
夫
（
中
10
）

　
　
平
成
28
年
7
月
10
日
逝
去

戸
村（
木
内
）市
郎
（
中
10
）

　
　
平
成
26
年
11
月
逝
去

岩
瀬
利
郎
（
中
12
）

　
　
平
成
27
年
12
月
18
日
逝
去

石
毛
祐
二
（
中
13
）

　
　
平
成
27
年
1
月
15
日
逝
去

林
力
（
中
17
）

　
　
平
成
27
年
11
月
9
日
逝
去

山
口
廣
雄
（
中
17
）

　
　
平
成
27
年
1
月
7
日
逝
去

八
馬（
大
橋
）勝
二
（
中
18
）

　
　
平
成
27
年
11
月
4
日
逝
去

伊
藤
哲
（
中
21
）

　
　
平
成
27
年
11
月
1
日
逝
去

瓜
生
滋
（
中
21
）

　
　
平
成
27
年
9
月
3
日
逝
去

押
尾
操
（
中
21
）

　
　
平
成
28
年
4
月
29
日
逝
去

吉
野
昭
吾
（
中
21
）

　
　
平
成
27
年
6
月
12
日
逝
去

平
山
保
彦
（
併
1
）

　
　
平
成
27
年
9
月
2
日
逝
去

林
雄
吉
（
併
2
）

　
　
平
成
27
年
11
月
26
日
逝
去

伊
藤
光
雄
（
高
1
）

　
　
平
成
27
年
6
月
12
日
逝
去

四
日
市
清
（
高
2
）

　
　
平
成
26
年
7
月
逝
去

伊
藤
昭
雄
（
高
3
）

　
　
平
成
28
年
4
月
1
日
逝
去

石
毛
正
義
（
定
昼
1
）

　
　
平
成
27
年
8
月
13
日
逝
去

越
川
幸
史
（
定
昼
1
）

　
　
平
成
27
年
10
月
18
日
逝
去

景
山
勝
彦
（
高
6
）

　
　
平
成
28
年
1
月
13
日
逝
去

並
木
良
雄
（
高
6
）

　
　
平
成
27
年
5
月
逝
去

仲
條（
平
野
）安
正
（
定
昼
2
）

須
郷
誠
一
（
高
7
）

　
　
平
成
28
年
5
月
17
日
逝
去

並
木
俊
雄
（
高
7
）

　
　
平
成
27
年
7
月
11
日
逝
去

石
橋
義
三
（
高
8
）

　
　
平
成
27
年
10
月
5
日
逝
去

谷
下
田
征
人
（
高
8
）

江
波
戸
俊
夫
（
定
昼
5
）

　
　
平
成
27
年
逝
去

小
関
大
（
高
10
）

　
　
平
成
27
年
10
月
25
日
逝
去

高
橋（
山
崎
）勇
（
高
10
）

　
　
平
成
25
年
7
月
6
日
逝
去

佐
藤（
郡
司
）久
子
（
高
12
）

　
　
平
成
27
年
4
月
10
日
逝
去

及
川
孝
四
郎
（
高
14
）

　
　
平
成
27
年
4
月
逝
去

宇
野（
髙
橋
）文
子
（
高
14
）

　
　
平
成
27
年
11
月
24
日
逝
去

鶴
見
和
子
（
高
14
）

青
柳
勝
夫
（
高
16
）

　
　
平
成
28
年
2
月
7
日
逝
去

向
後
榮
治
（
高
17
）

　
　
平
成
27
年
5
月
3
日
逝
去

土
屋
均
（
高
19
）

　
　
平
成
28
年
2
月
19
日
逝
去

菅
野（
下
田
）芳
枝
（
高
21
）

　
　
平
成
26
年
6
月
4
日
逝
去

椎
名
泰
三
（
高
26
理
）

土
屋
浩
一
（
高
27
普
）

　
　
平
成
28
年
2
月
3
日
逝
去

越
川
登
志
子
（
定
夜
24
）

　
　
平
成
27
年
10
月
5
日
逝
去

宮
本
雅
夫
（
高
50
普
）

　匝瑳高校同窓会のホームページをご存知ですか？
　同窓会員の「集いの広場」として開設しているホー
ムページは、会員同士の情報交換の場としてご利
用できます。
　また、会員登録を行うと自ら情報を発信すること
も可能です。
　皆さんもホームページを活用し、インターネット
でつながる同窓の輪を広げてみませんか。

★ おめでとうございます ★

※ 受章（賞）についての情報を事務局まで
　 お知らせください。

◆長寿長老杖 
　江波戸　寛（高�9�）
◆旭日小綬章 
　堀江　はつ（高14）
◆瑞宝小綬章
　高橋　俊雄（高10）
◆瑞宝双光章 
　柴田　　洋（高�9�）
◆瑞宝単光章 
　佐久間早苗（高�9�）
　太田　康晴（高21）
◆紫綬褒章 
　石橋　忠良（高18）

匝瑳高同窓会 検  索お悔やみ申し上げます
ご覧ください

同窓会ホームページ  
～ 会員登録で広がる交流の輪 ～
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平
山　

孝
雄
（
高
24
）

馬
淵　

英
夫
（
高
10
）

川
口　

克
己
（
高
15
）

太
田　

和
利
（
高
27
）

塚
本　

貢
市
（
高
30
）

髙
橋　

康
二
（
高
31
）

武
田　

英
樹
（
高
32
）

小
泉　

泰
孝
（
高
39
）

宇
野　

典
男

　

（
事
務
局
／
高
30
）

齊
藤　

元
久

　

（
会　

長
／
高
24
）

《第50号編集委員》
　

会
報
50
号
の
発
行
に
あ
た
り
、
新

体
制
で
編
集
に
臨
み
ま
し
た
。
会
報

を
通
し
て
、
母
校
や
同
窓
会
、
さ

ら
に
は
同
窓
生
の
現
状
を
十
分
ご

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
各
支
部
な
ら
び
に
同
期

の
話
題
の
他
に
、
同
窓
生
か
ら
も
原

稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
初
め
て

「
Ｏ
Ｂ
寄
稿
」
と
し
て
掲
載
い
た
し

ま
し
た
。

　

執
筆
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員
長　

平
山
孝
雄

※
紙
面
の
都
合
で
、
原
稿
す
べ
て

を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

〔
高
7
〕

青
柳　

敬
子

〔
高
8
〕

柴
田　

忠
男

〔
高
9
〕

宇
井　

久
美

〔
高
11
〕

浅
野　

紀
夫

飯
倉　

照
親

石
橋　

恒
男

佐
久
間
敏
雄

林　
　

泰
弘

原
口　

古
子

山
崎
あ
さ
子

〔
高
13
〕

藤
田　

洋
子

〔
高
14
〕

小
川　

典
子

〔
高
15
〕

林　
　
　

緑

吉
野　

直
子

〔
高
16
〕

岩
瀬
冨
久
子

佐
藤　

雪
枝

平
山　

松
夫

〔
高
17
〕

阿
部　
　

孝

大
竹　

延
子

来
栖　
　

匡

〔
高
18
〕

伊
藤　

秀
秋

清
水
よ
し
江

松
山
美
恵
子

〔
高
19
〕

椎
名　

義
治

〔
高
20
〕

青
山　
　

清

小
俣
み
ち
子

高
橋
セ
イ
子

〔
高
21
〕

伊
藤　

正
樹

〔
高
22
〕

林　
　

一
夫

〔
高
23
〕

中
山　

滋
子

〔
高
24
〕

伊
藤　

雅
義

大
木　

藤
雄

向
後　

勝
弘

長
嶋　

孝
三

〔
高
25
〕

及
川　
　

博

並
木　
　

淳

福
田　

安
子

山
崎
智
恵
子

〔
高
26
〕

内
山　
　

健

前
林　

和
彦

〔
高
28
〕

熱
田　

幸
子

〔
高
29
〕

篠
村　

知
子

〔
高
30
〕

髙
橋　

孝
二

〔
高
31
〕

佐
保　

隆
司

〔
高
32
〕

飯
島　

紀
子

石
田　
　

泰

〔
高
33
〕

鈴
木
久
美
子

〔
高
35
〕

石
田　
　

真

〔
高
36
〕

鈴
木　

和
彦

〔
高
37
〕

竹
山　

幸
代

戸
村　

克
哉

〔
高
38
〕

中
川　

美
栄

沼
野　

昌
子

〔
高
40
〕

大
野　

泰
之

佐
藤
ま
ゆ
み

〔
高
44
〕

大
木　

真
樹

〔
高
46
〕

中
西　

美
幸

山
崎　

裕
之

〔
高
48
〕

小
原　

一
臣

〔
高
50
〕

岡
野　

敬
子

鈴
木　

紀
一

鈴
木　

智
和

〔
高
54
〕

鈴
木　

隆
雄

〔
高
56
〕

醍
醐　

未
来

〔
高
57
〕

萩
谷
江
里
子

〔
高
58
〕

林　
　

宏
美

戸
田
由
利
亜

〔
高
61
〕

赤
座　

由
樹

〔
高
62
〕

伊
東　

正
人

林　
　

秀
紀

〔
高
9
〕

小
野
紗
耶
子 

5

菅
谷　

良
民 

1

〔
高
12
〕

嶋
田　

勝
己 

10

〔
高
14
〕

江
波
戸
武
男 

10

〔
高
15
〕

香
取　

正
英 

10

〔
高
16
〕

太
田　

勝
己 

10

関　
　
　

満 
5

堀
内　

周
子 
10

〔
高
17
〕

宇
井　

佳
子 

10

大
木　
　

勲 

10

大
木　

行
男 

2

木
内　
　

修 

5

〔
定
夜
11
〕

徳
元　

国
子 

3

〔
高
18
〕

安
達　

幸
代 

10

絵
鳩　
　

寛 

5

加
藤　

治
子 

10

〔
高
19
〕

安
藤　

敏
夫 

10

〔
高
20
〕

伊
知
地
良
洋 

1

宇
井　

照
子 

1

林　

三
千
男 

1

〔
高
21
〕

佐
久
間
正
成 

5

鈴
木　

克
己 

20

松
崎　

菊
江 

5

〔
高
22
〕

石
井　

秀
光 

5

岩
井　

和
雄 

10

小
川　

治
雄 

5

日
色　

一
裕 

5

〔
高
23
〕

有
原　
　

茂 

10

小
川　

博
之 

10

〔
高
24
〕

熱
田　
　

隆 

10

平
山　

孝
雄 

10

〔
高
25
〕

嵜
山　

祐
三 

10

平
尾　

清
江 

10

〔
高
26
〕

磯
部　

俊
光 

10

〔
定
夜
20
〕

野
﨑　

景
子 
10

〔
高
27
〕

市
原　
　

繁 

10

小
川　

一
夫 

10

村
田　

勝
之 

10

〔
高
28
〕

伊
藤　

正
好 

1

斉
藤　

光
信 

5

林　

み
つ
子 

5

髙
橋　

雅
行 

1

〔
高
29
〕

秋
庭　

孝
章 

10

押
田　

明
裕 

1

佐
藤　

輝
俊 

1

大
木　
　

晃 

1

大
木　

勝
章 

1

〔
高
32
〕

玉
井　

英
子 

10

〔
高
33
〕

石
毛　
　

啓 

5

〔
高
35
〕

桜
井　

隆
宏 

1

菅
谷
た
か
子 

5

〔
高
36
〕

青
柳　

伸
明 

5

〔
高
37
〕

伊
藤　

博
之 

5

渡
邉　

錦
一 

5

〔
高
38
〕

宮
内
あ
け
み 

10

大
川
信
一
郎 

1

〔
高
39
〕

伊
藤
栄
美
子 

5

〔
高
40
〕

渡
邉
由
美
子 

5

〔
高
41
〕

大
川　
　

優 

1

〔
高
44
〕

西
塚　

実
香 

3

〔
高
45
〕

及
川　

幸
男 

1

〔
高
46
〕

野
村　

祐
一 

10

〔
高
47
〕

清
水　

敏
隆 

5

〔
高
49
〕

鵜
澤　

裕
子 

10

〔
高
54
〕

柴
田　
　

剛 

5

林　

さ
つ
き 

5

椎
名
謙
一
郎 

2

〔
高
56
〕

磯
村　

宜
史 

10

〔
高
57
〕

大
木　

嵩
雄 

10

〔
高
58
〕

潮
耒　

友
梨 

1

〔
高
59
〕

石
井
健
太
郎 

5

〔
高
61
〕

捧　
　

昻
宏 

10

鳴
海
大
二
郎 

10

編

集

後

記

終
身
会
費
納
入
者

年
会
費
納
入
者

※ 平成27年10月１日〜
　 平成28年９月30日受領分

◆ 同窓会費とは ◆
　 会 費は１年 間1,000円
です。30年間分３万円が
終身会費です。年会費納
入者下欄の数値は、今回
の納付年数となります。
　納入書はホームページ
からも入手できますので、
ご協力をお願いします。


